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「いまこそ『つながり』の時」 

―共に苦しみ、共に喜ぶ― 

「苦難をも引き受ける私たちの祈り」 

「関東教区内教会の連携、再構築へ」 

「神の愛の中で歩むアジア学院の震災復興」 

「今、再び東日本大震災に向き合う」 

 もう 2 年になる。もう 2 年ですか。そう、２０１１年３月１１日から日数数えて２年。

東日本大震災をこの身で体験した。復旧、復興がそれなりに進んではいるものの、遅々と

して足踏み状態の歩みの側面も。津波で折り重なった車、倒壊した家屋の瓦礫、山里にま

で押し寄せた船体は大地から消え、一見すっきりしたように見える復興への途上で、東電

福島第一原発の放射能被害でいまだに故郷に戻る道筋の見えない避難・警戒区域の住民を

はじめ、愛する肉親を失い心に傷を負った人々の見えない内面の完全復興はまだまだ先だ。   

時間や歳月の流れと共に人々の記憶は次第に薄らぎ、あれほど熱く語られた「人間の絆」

もいつしか緩んでしまう。寄り添って共に苦しみ、共に喜ぶというお互いの人と人とのつ

ながりが今こそ求められている中で、キリスト者は神との絆を再構築、今生きていること

の喜び、感謝を被災した方々と共に分かち合いたい。私たち地区壮年部は今、再び東日本

大震災と向き合うことにした。関東教区内で２４教会が何らかの被害を受け、水戸中央、

宇都宮など４教会が建て替えに追い込まれた。教会幼稚園は園児の退園と被災地園児の無

料受け入れで経営危機に。アジア・アフリカ諸国の草の根で活動する農村・農業指導者を

日本に受け入れ、養成するキリスト教主義で運営するアジア学院も壊滅的被害を受けた。

関東教区副議長の飯塚 拓也竜ヶ崎教会（茨城）牧師に教区内教会の現状を、大津 健一

アジア学院校長に地震が起きた時の状況と復興の歩みについて語っていただいた。 



関東教区埼玉地区壮年部 秋期講演会    ２０１２年１１月１１日（日）大宮教会                        

開会礼拝「苦難と希望」―地震・放射能被害に向き合って― 

「なぜ！この私に、私の家族に…起きたのか」 

「苦難をも引き受ける私たちの祈り」 

「苦難は忍耐を、忍耐は練達を、練達は希望を生む」 

「神が共にいて下さるという希望と感謝」 

講師：大津 健一 アジア学院校長 

 

 昨年(２０１１年)３月１１日の東日本大

震災によって、東北地方の方々の中には地

震の被害で、あるいは一瞬のうちに津波で、

家族や家屋を失った多くの人々がおられる。

いまだに仮設住宅に入って先の見えない生

活をしている多くの方々がいることを私た

ちは知っている。なぜ、この私の家族に、

この私に、そのようなことが起こったのか。

この問いかけはこれからも長く続く問いで

あり、すぐに解決の道筋が見えるとかいう

ものではない。人々の痛み、心の中の深い

傷は、トラウマとして残っていく。これか

らもずっと続いていくことだろうと思う。 

 

「共通の課題」 

なぜ人は苦しみを受けるのか。どうすれ

ばその苦しみをくぐり抜けて希望の光を見

出すことが出来るのか。それは私たちにと

っての共通の課題である。誰か他の人たち

の課題というのではなくて、この私にとっ

ても同じ課題だ。起こった問題の大きさや

その深刻さは別だが、私たちアジア学院に

おいても昨年３月１１日の震災及び放射能

被害に直面した。あの時私が抱いた思いは、

何故このことが今、この場所にいる私に起

こったのかということであった。聖書を通

して示される私たちの信仰は、苦難を避け

て通らせてくれるものではない。 

 

「神への絶対的な信頼」 

神道や仏教にはお守りというのがあるが、

私たちの信仰は、私たちの人生にとっての

苦難を避けて通らせて下さるお守りのよう

なものではない。キリスト者といえども同

じ苦しみに直面させられる。東北地方の被

災を受けられた教会の皆さんが直面してお

られる現実はその現実である。私たちはし

ばしば祈りの中で神様に、「私の健康を守っ

てほしい」とか、「家族を守ってほしい」と

か、「私の生活を守ってほしい」という祈り

をする。そのような祈りは本当に深いとこ

ろで、神様に絶対的な信頼を置くものでな

ければならない。私たちの祈りは、私たち

に与えられる幸せだけではなく、苦難をも

引き受けるものでなければならないと、私

は考えている。それだけでなく、私たちは



キリスト者であることによって他の人には

ない苦難をも引き受ける覚悟も必要である。 

  

「私たちの信仰の確信」 

詩篇第２３編の中で詩人は「死の陰の谷

を行くときもわたしは災いを恐れない。あ

たながわたしと共にいてくださる」と、語

っている。私たちの信仰の確信はこの詩人

と同じように「たとえ絶望の淵にあっても、

その中で神が共にいて下さる」。私たちは絶

望の淵にあるときはともすれば、先が見え

なくなったり、思い煩いのために眠れない

とかの悶々たる日々を過ごす。しかし、詩

篇２３編の詩人は苦しみの中にあっても

「神がそこに共にいて下さる」と語ってい

る。それが私たちにとっての「希望の言葉」

だ。「希望のしるし」だ。 

 

「主イエスのとりなし」 

主イエスは、神が私たちと共にいて下さ

るようにとりなしをして下さる。私たちと

神とのとりなしをして下さっていることを、

今回の経験を通して教えられてきた。 

きょうのローマの信徒への手紙５章１節

から５節までのパウロの言葉「このように、

わたしたちは信仰によって義とされたのだ

から、わたしたちの主イエス・キリストに

よって神との間に平和を得ており、このキ

リストのお陰で、今の恵みに信仰によって

導き入れられ、神の栄光にあずかる希望を

誇りにしています。そればかりでなく、苦

難をも誇りとします。わたしたちは知って

いるのです、苦難は忍耐を、忍耐は練達を、

練達は希望を生むということを。希望はわ

たしたちを欺くことがありません。わたし

たちに与えられた聖霊によって、神の愛が

わたしたちの心に注がれているからです」

は、私に対しても、あるいはアジア学院に

対しても大きな励ましを与える言葉だった。 

 

｢自分の弱さを通して働く神の力｣ 

パウロは自分の強さではなく、自分の弱

さを通して働く神の力、そのことを私たち

に、教えている。私たちの弱さを通して神

が働いて下さる。そのことの中でこのロー

マの信徒への手紙５章３節の言葉は私たち

に語りかけているように思う。苦難は忍耐

を、忍耐は練達を、練達は希望を生むとい

うことを知っている。そのことを私たちに

語っている。私はこの間、震災後のアジア

学院が直面する苦難の中で神が共にいて下

さり、私たちを支えて下さっているという

思いに立って、きょうはこの場所に立たせ

ていただいている。 

 

「主にある希望」 

私たちの希望は、私たちの中にあるので

はなく、私たちを支え、導いて下さる主に

ある希望、それが私たちに与えられている

希望だと考えている。私たちを今まで導き、

また支えて下さった神に感謝する思いを強

くしながら、東日本大震災後の私たちの経

験を分かち合うことによって、苦難は希望

に続くことを少しでも伝えることができれ

ば感謝である。一言祈ります。 

 

神様、私たちの苦難の中であなたは私が

共にいるという確信の中での歩みが出来る

ように、またそのために教会がその働きを

続けることが出来るように。主の御名によ

り祈ります。アーメン。 
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関東教区埼玉地区壮年部 秋期講演会     ２０１２年１１月１１日（日）大宮教会                 

主題「苦難と希望」―地震・放射能被害に向き合って― 

「その瞬間―窓ガラスがババババーン」 

「しゃがみ込む外国人スタッフ―パニック状態に」 

「東日本大震災被害総額は５億３千万円」 

「募金で新校舎が完成」 

「アジア諸国の農村指導者養成に今後も貢献へ」 

「キリストの愛に支えられて歩むアジア学院の震災復興」 

アジア学院アジア農村指導者養成専門学校 校長 大津 健一 先生 

 

昨年(２０１１年)３月 1１日の東日本大

震災が起きた時、私たち職員は新年度の学

生を迎えるための話し合いをホールや食堂

のあるコイノニア棟下の会議室で開いてい

た。いつもよりも地震の揺れが長く続いた。    

 

「素足のまま飛び出す」 

一人の職員の「外へ出よう!」という呼び

掛けで全員その部屋から素足のまま飛び出

た。その瞬間、窓ガラスがババババーンと

音をたてて割れ出しだ。鉄骨２階建ての本

館やコイノニア棟は外壁が落下寸前で、危

険で使用不可に。特にアジア学院は地盤が

弱いせいか、敷地内に大きな地割れや陥没

が起こり、野外ステージは崩壊、養殖池が

破損した。揺れが激しく、立っていられな

くてみんなしゃがみ込んだ。外国人留学生

は前年の１２月に卒業,既に帰国しており、

学院の中に居たのは日本人職員や外国人の

ボランティアスタッフだけだった。そこに

いた人たちにはけががなくて幸いだった。 

 

「情報が錯綜」 

大震災翌日の１２日には強い余震が続い

た。同じ日に東京電力福島第一原子力発電

所では水素爆発が起った。このような緊急

事態の中では情報が錯綜する。特に海外の

ニュースを聴いている人たちには尚更であ

る。日本人であれば、ＮＨＫニュースを聴

くなどして情報を得ることによってある程

度の情報の共有ができるが、海外から来て

いる人は別である。ドイツ人はドイツから

のニュースを聴いていたようにそれぞれの

国から発信されたニュースを聴いていた。

海外のメディアから「日本は危険だ」のニ

ュースが流れていて、アジア学院では、「も

う、こんな所にはおれない」、「一刻も早く

ここから退去しなければならない」と半ば



 2

パニックのような状態がつくり出された。

また日本人の中には、政府や東電の出す情

報を信じられないという不信感が人々の不

安を掻き立てた。これは 3月 12 日の時点の

状況だ。 

 

「母国から帰国命令」 

ドイツからきたボランティアには、ドイ

ツの派遣団体から帰国命令が、アメリカの

ボランティアにも同じく帰国命令、またフ

ィリピンから来ていた研究科生は、フィリ

ピンの家族から「そこにいるべきではない。

すぐに帰って来て」という声が送られてき

た。また、日本政府や東電から発信される

ニュースには、日本人を含めてドイツ人も

アメリカ人も信用していなかった。ドイツ

やアメリカなどからの情報によってみんな

の動揺がアジア学院のなかで起きた。まさ

にパニック状態であった。 

  

「地震・放射能被害に向き合う日々」 

東日本大震災後、そして放射能被害のこ

とが分かって、大変混乱しながら考えたこ

とは、この場所からどうやって立ち上がっ

て行くのかを考えてきた。これまでの私た

ちの苦しみとか、迷いとかを忘れてはなら

ない、と思っている。同時に東北地方の中

で一生懸命歩んでいる人たちや教会の人た

ちの苦しみを忘れてはならない。アジア学

院のことだけを考えているようではダメだ

と自分に言い聞かせている。しかし、その

苦難の中で、そこからどうやって希望を見

い出すことが出来るのか、それは東北にい

る人たちにも同じ課題である。現在私たち

は地震・放射能被害に向き合っている。 

 あの時私自身何をどうして良いのか分か

らなかった。政府の無策な対応を批判する

のは簡単だが、自分の足下で起こっている

事柄にどう対応するのか、それが問われた。

その点ではリーダーとして不十分だったこ

とを反省している。それからもう一つの問

題は、外国人をこのような災害時にどう守

るのかが問われた。私たち日本人は、日本

で起こったことについての情報は日本のメ

ディアを通して自然に入ってくるのは事実

だが、外国人たちにとったら誰かが説明し

ないとその情報は何であるかは伝わらない。 

 

「震災時の外国人への対応！」 

私たち自身もよく分からない状況の中で、

かなり動揺して、どうしようかと思ってい

る中で、外国人に対する的確な対応が取れ

なかった。これはきっと日本に住んでいる

他の外国人にとっても、同じようなことが

起こったと想像している。津波の情報、避

難場所、食糧の配給などについて丁寧な説

明があったのだろうか。ガーナから来てい

るスタッフは、「僕たちを置いて日本人スタ

ッフだけがどこかに行くのではないかと不

安に思った」と後になって話してくれた。

そんなことは考えもしなかったこと。また、

アジア学院は福島原発から１１０㌔離れて

いる。しかし、海外のメディアの中には２

００㌔圏内は安全ではないという情報をす

でに流していた。だから学校の中には、全

く安全でない所に私たちは居るという認識

があった。 

 

「アジア、アフリカからの学生」 

アジア学院は毎年アジア、アフリカ、太

平洋諸島などから約３０人の学生が来てい

る。今年は、アジアから１７人、アフリカ
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から７人、中南米のブラジル、大地震の被

害を受けたカリブ海のハイチ、パプアニュ

ーギニアから各１人、そして日本から２人

の計２９人の学生が来ている。さらに研究

科には日本人１人、トレーニングアシスタ

ントとしてインドネシア、フィリピンから

各１人、合わせて計３１人である。日本人

学生の場合は、大学を卒業したものや休学

して学ぶものなど様々である。 

 

「草の根の現場で働くリーダー」 

また海外から来る学生は、アジア、アフ

リカなどの草の根の現場で働く中堅リーダ

ーである。彼らは、個人としてではなく、

教会や非政府組織(ＮＧＯ)に属し、そこか

ら派遣されることを基本としている。アジ

ア・アフリカなどの農村に住む人々の自立

を目指すリーダーの育成が私たちの主要な

働きである。アジア・アフリカが貧しいの

は、いつも先進国によって豊かな資源など

が支配されているからである。アジア、ア

フリカの人々が自立できる状況をつくるこ

と、人々が食べることが出来る状況をつく

り出すために循環型農業を大切にしている。

食糧増産という名目で奨励されている近代

農業は、タネを買い、農薬や化学肥料を買

わねばならない仕組みを作り上げている。

それに対して自分たちの村にあるもの、牛

や鶏や豚の糞とか、草や落ち葉などを集め

て堆肥を作って持続可能な有機農業を奨励

している。 

 

「共に生きること」がモットー 

「共に生きること」が私たちのモットー

であるが、アジア・アフリカなどの人々と

共に生きる世界をつくりたいと願っている。

「世界の１０億人が飢餓状態に」 

ご存知のように現在世界人口は７０億人

となり、このうち１０億の人々が飢餓の状

態に置かれている。その大半の人々はアジ

ア・アフリカなどの貧しい農村に住んでい

る。貧しい農村に住む人たちの自立を助け

るためには、農村開発に携わるリーダーが

必要である。 

 

「圧倒的に教会の力が支え」 

私たちの働きは、主に教会の皆さんによ

って支えられてきた。もちろん支援をして

下さる団体や個人の力添えはあるが、圧倒

的に教会の力によって４０年間支えられて

きた。公的な支援を受けずに４０年間やっ

てこられたのは神様の働きによるものだと

考えている。また、学生は３月末に日本に

やってきて、4 月初めから１２月第２週の

土曜日の卒業までの８カ月間集中した形で

学びを続けている。そして卒業後すぐにそ

れぞれの国に帰ってもらう。この国に残っ

て仕事を探すとか、日本で何かをするとか

の期待は一切ない。再び元の場所に戻って、

彼らの働きを続ける。そのことがとっても

大切なことだと考えている。 

 

「“魚の取り方”を教える」 

「魚を与えるよりも魚の取り方を教え

る」ことが開発援助にとって大切だといわ

れているが、先進国による政府開発援助（Ｏ

ＤＡ）で、いくらお金を注ぎ込んでもアジ

アやアフリカの貧しい農村に住む人々の生

活は向上しない。 

戦後この方ずっと世界の先進国がお金を

出してサポートしても結局、世界の１０億

人が飢餓の状態から抜け出せず、多くの
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人々が貧困のうちにある。この現状を私た

ちは深刻に受け止め、アジア、アフリカの

貧しい人々とどう共に生きることが出来る

かの願いをもって、この学校があるという

ことをまず前提にしてお話しをさせていた

だきたいと願っている。 

 

「約１０人の外国人が滞在」 

昨年３月１１日の東日本大震災の日は、

アジア・アフリカなどからの学生を迎える

直前のことだ。ドイツ、アメリカ、日本の

ボランティア約１０人が、私たちの働きを

側面からサポートするために寮に滞在して

いた。地震による建物被害は私たちの思い

を超えていた。もともとアジア学院の建物

は古く、地盤の弱さも手伝って被害を大き

くした。 

 

「大丈夫ですか？」と宣教師 

このような中で、アメリカの合同メソジ

スト教会から派遣されていたジョナサン宣

教師が、地震直後近くの家々をまわって「大

丈夫ですか？」と，声掛けをしてくれた。

あの震災を受けたときには自分たちのこと

を考えるだけで精一杯だった時でもジョナ

サン宣教師が近所を回り、声掛けをしてく

れたことに感謝している。 

 アジア学院にも福島から放射能被害で避

難して来た人がいた。栃木県那須塩原市に

も福島の原発事故によって被災した人々が

避難して来た。市は当初、避難者に建物だ

けを提供し、食事などは自分たちでやれと

いう方針だった。私たちアジア学院も被災

していたが、収穫した農作物や卵をこの人

たちに提供した。少しでも自分たちのでき

ることをしたいという職員の思いがあった。 

「この状況の中でも礼拝を」 

 ３月１３日は日曜日だった。スタッフの

中から「このような状況の中でも礼拝を守

ろう」と、言う声が挙がった。その声に促

されてみんなで聖書を読み、祈りをした。

この時私の頭に浮かんだ聖句は、第一コリ

ント１０章１３節だった。「あなた方を襲っ

た試練で、人間として耐えられないような

ものはなかったはずです。神は真実な方で

す。あなた方を耐えられないような試練に

遭わせることはなさらず、試練と共に、そ

れに耐えられるよう、逃れる道も備えてい

て下さいます」。自分の祈りにも似た言葉だ

った。このまま行けば、「アジア学院は継続

できなくなるのではないか」、あの時は真剣

に思った。スタッフの中から「こんな所に

はいられない」、「逃げましょう」と言われ

ると、アジア学院のある西那須野から出て

いったら「この働きはどうなるのか」、「あ

との学校の責任は誰が負うのか」等々。い

ろいろなことを考えると行き詰まる思いが

した。責任あるものとしては、「何故このと

きに、ここに僕が？」と考えた。 

 

「ヨブの思いが少し分かった」 

旧約聖書ヨブ記のヨブは、神に「なぜ」

と問うたが、この時ヨブの思いが少し分か

った。率直に言って「私はなぜこの時に校

長であったのか」と心の中で弱音を吐いた。

「俺についてこい」と言えたら格好いいの

だが、「なぜ、この時に校長の役割を担わさ

れているのか」と思った。  

  

「前理事長の突然の死」 

ついこの間までアジア学院の理事長は丹

羽章（にわ・あきら）氏だった。今年６月
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２５日に７６歳で突然天に召された。丹羽

前理事長は日本キリスト教会栃木教会の会

員で、社会福祉法人一麦会理事長でもあっ

た。獨協医科大学名誉教授でもあり、北海

道家庭学校(遠軽町)創設者留岡幸助の孫に

当たる人。大震災翌日の１２日には学院に

駆けつけ、その時からアジア学院の震災復

興に共に取り組んで下さった。普通、理事

長は名誉職みたいなところがあるが、丹羽

氏は共に歩む理事長であった。人が困難な

時に置かれたり、いろいろな苦しみの中に

あったりしたときに、「共に歩む者」であり

たいといつも考えていた。その丹羽理事長

が突然、天に召された。私はアジア学院震

災復興の心労が重なったのだと思っている。

亡くなられた３日後には理事長選出の理事

会が予定されており、あと３年間は一緒に

やろうと言って下さった矢先のことだった。  

  

「心が揺り動かされた苦難」 

きょう、掲げさせていただいた「苦難と

希望」の苦難の中には、大震災における私

たちが受けた被災という苦難とそれから放

射能被害によって本当に私たちの心が揺り

動かされた苦難が含まれている。あの時の

気持ちは何とも言えないものだった。放射

能に向き合い、私たちの解決の道が見えな

いような議論、神経がぴりぴりするような、

そういう議論をしてきたあの時の苦痛に満

ちた思いと、その中でやっと方向が見えて

きたと思ったときに丹羽理事長が天に召さ

れた。このような苦難はいつまで続くのか。 

 

 「降り注いだ放射能の雨」 

アジア学院は、福島第一原発から１１０

㌔離れているが、３月１５日、風が南風に

変わった時、福島第一原発から放出された

放射能が風に乗って那須、那須塩原市、そ

れから日光へと流され、そしてそのときに

降った雨によって私たちの所に降り注いだ。

アジア学院は、放射能汚染に関して信号で

いえば赤でもなく青でもなく、黄色の所に

いる。ホットスポットは、那須塩原市にも

ある。地震によって受けた被害よりも放射

能被害による影響の方が私たちの心の中に

与えた衝撃は大きいものがあった。今でも

それは続いている。 

 

「農村伝道神学校に一時避難要請」 

放射能被害によって農村伝道神学校に一

時避難させてもらえるどうか聞いてみよう、

ということになった。アジア学院は４０年

前、農村伝道神学校から出て、現在地（西

那須野）にアジア学院を創設した。農村伝

道神学校でもすぐに理事会を開いて下さっ

て私たちの一時避難を受け入れると言って

くれた。このことも神のお働きだと考えて

いる。私たちは、教会からサポートいただ

いているが、教会にお返しするということ

は余りしていない。もし私たちが教会にお

返しすることが出来るとしたら、農の視点

をもった伝道者の育成に何らかの形で関わ

ることではないかと考えている。今日アジ

ア学院にはアジア、アフリカなどの貧しい

農村で働く牧師も学んでいる。多様な交流

を通して学びの場が広がることを願ってい

る。そういう形で私たちの学校が用いられ

たらと願っている。 

 

「忘れられない教区関係者の初訪問」 

震災後忘れられないのは３月２５日、当

時関東教区議長の疋田國麿呂先生が教区の
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三役や常置委員の方々と共にアジア学院を

訪問して下さったことだった。これは教会

関係者としての初めての公式訪問だった。

地震後私たちが困惑しているときにお出で

下さって、疋田先生は「アジア学院を他の

被災教会とは区別しない」と言われた。す

ごく大きな言葉だった。先生は、他の教会

と同じようにアジア学院を教区としては支

援すると、言って下さった。これが、寄り

添うということだと思った。途方にくれて

いたときにあの疋田先生の言葉がどれほど

大きな励ましになったか。どれだけ力強い

ものであったかはその時、その場所に立っ

てみないと分からない。私たちは大きな励

ましを受けた。 

  

「関東教区が継続的サポートを約束」 

亡くなった丹羽理事長が私たちに寄り添

って、アジア学院復興のために働いて下さ

ったことを、先ほど申し上げた。そしてア

ジア学院にとって疋田先生の言葉は大きな

励ましだった。その後も関東教区は教区と

して継続的なサポートをしてくれている。

特に私たちは栃木地区にいるが、栃木地区

の諸教会の皆さんが入れ替わり立ち替わり

訪ねて下さり、折に触れ私たちのことを覚

え、祈り、サポートして下さっていること

を強く感じている。 

 また疋田先生は、後日大宮教会の会員で

一級建築士の松下設計事務所代表の松下充

孝さん（埼玉地区壮年部委員長）を派遣す

るといわれた。数日後、松下さんにアジア

学院の被災建物の診断をしてもらった。幾

つかの建物は危険だから建て替えの必要が

あるとの指摘を受け、再建のための道筋に

ついても指導していただいた。松下さんの

意見を参考に理事会で協議、建物の被害総

額を５億３千万円とすることを確認した。 

 

「どうすることも出来ない数字」 

私は被害総額５億３千万円という数字を

聞いたとき、アジア学院ではどうすること

も出来ない数字だと思った。被災建物の建

て替えの必要性が言われる中で、本当にど

うしたものかと思った。その時にも丹羽理

事長は私に、「大津先生、この働きが神様の

御心ならば必ず出来る」と言われた。 

 

「そうだ。任せよう」 

この言葉が何か見通しが見えていたとき

に言われた言葉ではなく、見通しの見えな

い暗闇の中に置かれていた時に言われた言

葉だった。どうしたらいいか分からなかっ

た私に、この言葉を聞いた私は、「そうだ。

任せよう」と思った。今から考えるとアジ

ア学院再建のために理事会で５億３千万円

必要だと考えたとき、私たちは、公的支援

によって半分近くもらえるものと考え、何

か光が見えてきたように思えた。また、そ

の時日本基督教団には関東教区を通して１

億円の支援をお願いしたいと考えていた。

それに震災復興の募金を合算すれば何とか

なりそうだという単純な考えだった。現実

に受けた公的支援は１，４００万円、教団

からいただいたのはチャペル建設資金とし

て２千万円。残りは募金で賄わなければな

らなくなった。これが私たちが置かれた現

実だった。この現実に直面して私たちは再

び暗闇の中に閉じ込められた思いになった。 

 

「被災総額を満たす募金を実現」 

アジア学院の現在の状況を申し上げると、



 7

国内の教会・団体・支援者からの募金と海

外の教会から頂いた募金及び募金の約束を

合わせて、被災総額をほぼ満たす募金を頂

いている。丹羽前理事長がいみじくも言わ

れたように「神様の御心なら成る」と言わ

れたことが実は今、成っていると考えてい

る。それは私たちが当初立てた計画とは違

っていた。今回アジア学院に頂いた支援は、

まだアジア学院には役割がある。「頑張れ」

というエールを送られているように思えた。

海外の教会からも代表が訪ねて下さり、ア

ジア学院を「サポートする」と言われた。

プロテスタント教会もカトリック教会もで

ある。農村伝道神学校で農村指導者研修を

続けてしていたときもわざわざ訪ねて下さ

った。 

 

「アジア学院卒業生からも支援募金」 

また各国のアジア学院卒業生は、募金を

集めて送ってくれた。またミャンマーの村

では、アジア学院震災復興のために、村人

たちが集って祈祷会をしてくれた。私たち

は改めて教会の大きな支えと祈りを感じた。

国内の個人・団体・教会、また海外の個人・

教会からのサポートは大きな力となった。 

  

「９月２３日に奉献式」 

お陰で被災した建物の全面的な建て替え

による新校舎が那須の大地に既に完成、９

月２３日に奉献式を行うことができた。被

災してから１年半、超スピードによる復興

が進んだ。神様の大いなる力が働いたとし

か思えないうれしい出来事だった。 

 

「放射能汚染による被害」 

最後に福島第一原発事故による放射能汚

染について少し申し上げたい。３月１５日

の水素爆発の時に南風とともに雨が降って

私たちの所にも放射能汚染がもたらされた。

アジア学院のある那須塩原市の放射能線量

は毎日市役所からインターネットを通して

送られてくる情報によって、また私たちの

独自の計測によって大体の様子は分かる。 

 

「農作物への放射能汚染」 

今も放射能が土壌に蓄積されている。現

在ヨウ素は短い半減期のため検出されてい

ないが、セシウムはまだ残っている。いま

だに私たちの農作物にも放射能の影響が出

ている。それは私たちだけではなくて、栃

木県では那須町、那須塩原市、隣の大田原

市、日光市にまたがって被害が出ている。

当初私たちは放射能に関する知識も乏しく、

何をもって安全なのかということを私たち

の中で議論せざるを得なかった。その後は

放射能測定のため一定の場所を決め、デー

タを取り冷静に対処している。 

 

「食品放射線計測精密機器を入手」 

その後日本キリスト教協議会（ＮＣＣ）

のエキュメニカル震災対策室からの寄贈を

受けて、食品放射線計測精密機器（シンチ

レーション・スペクトロメーター）を使っ

て米、野菜、豚肉、鶏肉などの放射線量を

測定することができるようになった。また

ガイガーカウンターによって、町の人と共

同で毎日それぞれ定点を決めて空気中の線

量を測定。更に、ＮＣＣから寄贈頂いた精

密機器を用いて、地域の市民のために一般

向け食品放射能計測センター「アジア学院

ベクレルセンター」を２０１２年１月から

開設することが出来た。これは現在も市民
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ボランティアの協力を得て継続している。 

「ベラルーシ食品安全基準」 

また私たちは、チェルノブイリ事故の経

験を踏まえて出されたベラルーシの子ども

への食品安全基準を私たちの食品の安全基

準の目安とすることにした。これによって

食料品については３７ベクレル以下のもの

を自給用及び販売用食料品として用いるこ

とにした。現在政府は１００ベクレル以下

のものを安全としている。 

放射線量については２０１１年度のアジ

ア学院の玄米が 11ベクレル、白米は３ベク

レルだった。２０１２年度では、今年秋に

収穫した新米では玄米３・２ベクレル。白

米が０・６９ベクレル。野菜は総じて２０

ベクレル以下に。鶏肉は９ベクレル以下、

卵は５ベクレル以下。豚肉は６・５ベクレ

ル以下である。一方落ち葉は出来るだけ集

めて処分する一方、薪ストーブを使ってい

るが、残った灰の放射線量は高い。 

  

「安全基準を今も超えるキノコ類」 

椎茸を含むキノコ類の放射線量は昨年と

同様安全基準を超え、食べないことにして

いる。問題は私たちが有機農業を大切にし

ている学校であり、人のいのちを支える安

全な食糧の生産が第一と考えている。たと

え低線量であれ、放射能汚染された食糧を

提供することについては消費者の厳しい目

線がある。低放射線量による内部及び外部

被曝が若い世代にどのような影響をもたら

すかは、今後とも継続的なリサーチが必要。

私たちは那須塩原市に対して、子どもたち

の被爆量を測定するホールボデイーカウン

ターの購入を要請していたが、最近市議会

はそれを買わないという議決をした。私た

ちはこれからも引き続き放射能汚染につい

て関心を持ち続けたいと願う。 

 

「遺伝子を傷つける放射能」 

生命学者の柳澤桂子さんは、「放射能は人

間の大切なメッセージを持っている遺伝子

（ＤＮＡ）を傷つける。放射能の存在は人

類の存在と相容れない」と言っている。人

間の基本的な遺伝子情報である遺伝子を傷

つけることでどういうことが起きるのかは

分からない。福島では子どもたちに甲状腺

ガンの兆候があるという医学的データが出

ていると聞いた。那須塩原市にいる子ども

たちは雨とともに放射能が降り注いだ３月

１５日には、雨具なしで下校した。子ども

たちにどういう影響が出るか心配だ。 

 

「神の創造世界を守り育てる役割」 

創世記の天地創造物語のなかで、神は天

地創造の後、それをご覧になって「はなは

だ良かった」と書かれている。ここでの創

世記の記事は、私たちにとって大切なこと

を言っている。神は、私たち人間に神の創

造世界を守り育てる役割を与えられた。自

然と共生する、あらゆる被造物と共に生き

ていくという在り方が、神様がこの時代に

私たちに言われていることだ。自然環境を

破壊して放射能汚染によって人々に絶大な

被害を与えている、私はそういう意味で原

子力発電所は、事故が起こらなくてももと

もと原子力発電所から出てくる廃棄物、放

射能汚染された核のゴミの問題がある。 

 

「１０万年かかる放射能ゴミの除染」 

放射能汚染されたゴミの放射線量がなく

なるのには１０万年かかると言われている。
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１０万年もかかってゼロになる放射能を排

出する原子力発電所を今の私たちの生活維

持のために使うことが許されるのか。１０

万年かからないとゼロにならないものを私

たちは次の世代に残して良いのか。今の生

活を維持するために次の世代にこうした危

険なものを残して良いのか。私はこれは神

の御心に反する「罪的行為」と考える。 

 

「循環型共生社会目指す」 

私たちはあらゆる神の被造物と共生する、

循環型の社会を目指す必要がある。アジア

学院としてはアジア・アフリカの人たちと

共にそのことについて一緒に考えていきた

い。自分たちだけが化石燃料を使って良い

とか、自分たちだけが十分な食糧を得れば

いいとかではなくて、アジアやアフリカの

人たちと共に分かち合い、共に生きていく

在り方、そのことを考えていくことが大切

なのではないか。 

原発を輸出すると野田首相は言っている。

経済界からも同じ声が聞こえてくる。既に

インドネシアやベトナムに輸出の話が進ん

でいるという。これは日本国の倫理にかか

わる問題である。日本人の倫理に関する問

題だ。倫理に反することを私たちは許して

はならない。このことを黙って見過ごすな

ら日本人の責任は問われていくと思う。 

震災と放射能被害を通して、アジア学院

のモットー｢共に生きる｣ことが問われた。

その重さを考えている。アジア学院はアジ

ア、アフリカなどの草の根農村指導者養成

のために私たちはキリストの愛に支えられ

て歩みを続けている。神様のご用のために

用いられることを願っている。２０１３年

９月１６日に私たちは創立４０年を迎える。

４０周年直前に震災と放射能汚染に遭った。

いろいろ揺り動かされながら４０周年を考

える場所に立たされている。今までそんな

余裕はなかったが４０周年を機にアジア学

院の役割をもう一度考えてアジア・アフリ

カ、世界の人たちと共に生きる世界をつく

るために、私たちの役割を担いたい。 

 

「公的支援受けないアジア学院」 

小さな学校だが、４０年間公的支援を受

ず、寄付だけでここまできた。これは神が

与えて下さった奇蹟だと考えている。危機

的状況の中で揺り動かされながらも大体の

方向が見えてきた。ここまで神は私たちを

導いてくださった。同じ神様の働きが、大

きな被害を受けた東北の人たち、東北の教

会にも起こると信じている。最後に私たち

の経験の一端

をお話しする

機会を与えて

下さったこと

に感謝します。 

 

 

新装なったコイノニア棟で外国人学生と語る大津校長 

大津 健一先生プロフィール 

同志社大大学院神学研究科、米国太平洋

神学校修了。同志社卒業後、筑豊閉山炭鉱

で開拓伝道。日本基督教団倉敷教会伝道師。

アジアキリスト教協議会(ＣＣＡ)「開発と

奉仕」部門幹事としてシンガポールやタイ

で８年間働く。日本キリスト教協議会(ＮＣ

Ｃ)総幹事などを経て２００９年４月から

アジア学院アジア農村指導者養成専門学校

校長。２０１２年より理事長兼任。１９４

３年大阪生まれ。６９歳。 



「アジア学院」とは 

 

 栃木県西那須野町（現那須塩原市）に「東南アジア

農村指導者養成所」として１９７３年に開校。鶴川学

院農村伝道神学校（東京都町田市）の東南アジア科を

母胎として誕生した。東南アジア諸国で既に農村開発に携わっていたキリスト教会とキリ

スト教団体の要請に応 

えて、欧米のキリスト教会と援助団体の支援を受けて途上国の草の根の農村開発に携わる

指導者を養成する国際機関として位置付けている。開校以来、将来途上国で働くことを目

指す日本人も「学生」として積極的に受け入れている。創立以来約４０年間、主にアジア・

アフリカ地域の草の根に働く農村・農業指導者の養成に貢献してきた。文部科学省など国

や地方自治体からの公的資金の援助は受けず、教会や一般団体・支援者などからの寄付金

で運営されている。一般的に「アジア学院」(アジア学院アジア農村指導者養成専門学校) 

という名称で呼ばれている。 

 アジア学院の使命はイエス・キリストの愛に基づき、個々人が自己の潜在能力を最大 

限に発揮できるような公正且つ平和で健全な環境を持つ世界を構築することにある。「共に

生きる」をモットーに掲げて、インド、フィリピン、タイ、インドネシア、ネパール、ビ

ルマ（ミャンマー）などのアジア諸国を初めとしてアフリカなどから、毎年３０人前後の

研修生を受け入れ、有機農法を中心とした農業技術や相互扶助システムを取り入れた共同

体づくり、女性の社会参加を促すための女性リーダーの養成に力を注いできた。１９７６

年以降、ガーナ、ナイジェリアなどアフリカ諸国からも研修生を受け入れ、２０１２年１

２月現在で世界の５７カ国、１２００人を超す卒業生が活躍している。研修期間は４月か

ら１２月までの８ヶ月間、農業実習と座学を中心の研修、そして東日本農村地域研修及び

西日本研修旅行などを通して循環型の農業やコミュニティー作り、農村社会、農協などに

ついて学ぶとともに、水俣や広島訪問を通して環境破壊や平和の問題などについても学ん

でいる。 

 広大なキャンパスには、管理棟・農偉業研修棟をはじめ、食堂兼ホールのあるコイノニ

ア棟、図書室・会議室のある教室棟、女子寮、男子寮、水田、畑、豚舎、牛舎、鶏舎、養

魚池、森林、バイオガス、クロレラ培養槽、職員住宅、サイロ、マナハウス（食品加工棟）

などの施設が点在している。しかし、２０１１年３月１１日の東日本大震災で大きな被害

を受け、コイノニア棟は新たに建て替えた。 

 
新装なったコイノニア棟（食堂、ホール）・教室棟 

那須の台地に見事に蘇った。 

目新しい木製のベランダに 

冬の陽光がまぶしく差し込む 

教室の黒板の文字は英語だ。 

 



 

 

 

 

仲良くランチ、国際交流に花が咲く 

英語と日本語のバイリンガル注意書き 

老朽化した学生寮 自給野菜のランチメニュー 

豚小屋と畑 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洋書が圧倒的な図書室 

来訪者のための売店 

職員室に荒川 朋子副校長 

管理棟・農業研修棟 



関東教区埼玉地区壮年部講演会    ２０１２年６月１１日（日）大宮教会 

 開会礼拝 「つながってこそ、教会」 

「園庭が地盤沈下、擁壁が崩壊、壁が内側に倒壊…」 

「私はぶどうの木、あなた方はその枝である」 

「被災からの再起はイエスにつながるということ」 

「東日本大震災・関東教区内教会の連携、再構築へ」 

 

講師；竜ヶ崎教会牧師(関東教区副議長) 飯塚 拓也先生 

 

 １年３カ月ほど前の２０１１年３月１１

日午後２時４６分、地面が激しく揺れて、

東日本大震災が発生した。私はその日は特

に教区で出掛けることもなく竜ヶ崎にいた。 

 

「園児が帰宅を始めた時間帯に」 

子供たちが帰宅を始めている時間帯だっ

た。約３分の２の子供たちは帰っていた。

預かり保育で残っている子供たちとか、お

迎えに来てそのまま園庭で遊んでいる子供 

がいる時間帯だった。最初は横揺れから始

まった。いつか止むだろう、終わるだろう

という感じだった。ただ、どんどん揺れが

大きくなっていくし、なかなか収まらない

揺れだった。今だ半分、半信半疑なところ

があり、もっと激しい揺れが下からどんと

来て壊れていくというイメージがあった。

どうもそうではない。その時は子供たちと

園庭の方に出て、そのうち止むだろうと思

いつつ、子供たちをなだめていた状態だっ

た。そしたら園舎全体がとても奇妙な音を

立てて揺れだして木が折れる音とか、ガラ

スの割れる音がした。これが地震なのかと

不思議な感じだった。それは今も続いてい

る。しかし、徐々に被害が明らかになって

きた。まず私は震源地はどこだろう、それ

が福島県沖らしい。そうするとその後、大

津波が来て東北、奥羽にひどい被害がある

というところから考えていった。果たして

自分の所も含めて関東はどうなんだろうか。

翌日１２日には朝、竜ヶ崎を出発して車で

日立まで北上して茨城地区内の教会を全部

まわった。竜ヶ崎も驚くほどの被害があり、

自分の所のことはあまり話さないようにし

てきたが、きょうは皆さんに具体的に知っ

ていただいた方がいいかと思い、関東教区

の中でこういう状況だということをお知ら

せしたいと思った次第だ。 

 

「教会堂は無事、園舎、牧師館が」 

 私たちの場合は教会はほとんど被害はな

かったが、牧師館の被害と何よりも最大な

のは幼稚園の園舎だった。こちらにおられ

る松下 充孝さん（地区壮年部委員長・松



下設計代表取締役）が地震の後すぐに来て

下さり、まず園舎を目視で診断してもらっ

た。これは松下設計に全部お願いしないと

太刀打ちできないということで、ご協力い

ただきながら再建に当たってきた。園庭が

地盤沈下を起こして斜面の擁壁が壊れた。 

 

「このままでは大変危険」 

このままでは大変危険であるということ

で園庭に重機を入れて斜面の土を全部いっ

たん削り取って擁壁を造り直すという工事

になった。これは去年の９月から１１月の

段階だ。重機で鉄板を入れ、土留めにして

ここの土を全部とって擁壁を造り直すとい

うことをした。道路側に擁壁が倒れ込んで

いるので、これをやり直す必要があり、雨

でも降ったら土砂崩れで二次災害を起こす

危険性もあるということでこんな工事にな

った。また、幼稚園のホールの天井、壁、

ホールと保育室の間の壁が内側に倒れてき

た。これも危険な状態になったのでホール

に全部足場を組んでやった。これは去年の

８月だった。 

 

「１枚の絵」 

この工事が８月の２３日に終わるのだが、

その翌日の２４日にまだ足場を壊さないで

残した状態にして、この壁面に１枚の絵を

飾った。高さ３メートル、幅５メートルの

大きな１枚物のキャンバスの木地の絵だっ

た。卒園生のお母さんである藤原 由美子

さんという作家に地面からそびえ立つ幹の

太い１本の木を描いていただき、そこにみ

んながアクリル絵の具で手形を押していく、

そういう絵を壁面に飾った。これが８月の

２４日だった。 

 実はこの手形は前の年、２０１０年の１

０月２０日に私どもの竜ヶ崎教会、竜ヶ崎

幼稚園が創立８０周年を迎えて、その記念

事業としてワークショップを企画してみん

なの手形を作ろうとして押したものだ。２

０１０年の１０月にみんなで手形を押して

それをいよいよ壁面に飾ろうと予定してい

た日が２０１１年の３月１２日だった。い

よいよ「あした飾るよ」という前日に地震

が襲った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒園生含む７０１人の 

手形が押印された絵 

 

これは油絵と同じ物なので額装は専門家

でないと出来ないのでキャンバス屋さんに

来ていただくことになっていたが、そのキ

ャンバス屋さんが実は福島県の業者だった。 

 

「同じ被災者同士の不思議な交流」 

地震後しばらくこの業者と連絡がつかな

かったが、ようやく連絡がついたときにま

ず、おっしゃったのは「もう自分たちが被

災をしてしまったので当分行くことが出来

ないからどうか違う業者でやって下さい」

ということだった。ところが私どものこの

壁も被災をしてすぐに工事が出来なかった。

松下設計に設計管理をお願いして打ち合わ



せをしながらこの壁を工事したのは２０１

１年の８月。足場がまだ残っている段階で

フナオカキャンバスさんに来ていただいて

掲示したのが８月２４日。これはとても不

思議なことなのだが、フナオカキャンバス

さんが被災された。私どもも被災した。被

災者同士になった。被災者同士が最初の計

画をあきらめないで時期がずれても良いか

ら最後までこの計画を完成させよう、とい

う強い気持ちでいることが出来たので予定

よりもだいぶ遅れたが、しかし、予定通り

８月２４日にこの掲示をすることが出来た。 

 

「象徴的な出来事」 

この業者さん、とても感激して下さって

福島県から社員４人全員連れてきて掲示さ

れた手形を見て、自分たちは地震でいった

んは何も出来ないと思ったが、でも駄目じ

ゃなかった。そうおっしゃった。とてもこ

れは印象的だったし、私どもが何を大事に

するかということにおいても象徴的な出来

事だと思った。 

  

「実は私の娘が危篤状態で…」 

もう一つはこの８０周年に向かってみん

なで手形を押そうということで卒園生に手

紙を書いた。そうすると、一人の卒園生の

お母さんから電話があって「実は私の娘が

危篤状態で筑波大学の病院の集中治療室

（ＩＣＵ）に入っている。何とかならない

か」ということで、すぐに電話を切り、作

家とも連絡を取り、キャンバスの切った生

地を持って病院に駆けつけた。ＩＣＵに入

ってそこで眠っている女の子の手形を採ら

せていただいた。その子は障害児で脳に管

が入っていて、その管が悪さをして意識不

明の状態になっていた。その女の子の手形

を採ってそれも１枚の絵の中に入っている。  

 

「ここで暮らしていたという証」 

その女の子は手形を押した翌日に神様の

所に召された。この手形を８月２４日に飾

ってすぐに、そのお母さんに電話した。お

母さんは飛んで来て下さって、この絵を見

ながらしみじみと「私の娘はもうこの世に

はいないけど、ここで暮らしていたという

証があるんですね」、「ここに来れば会える

んですね」と、おっしゃった。これは教会

ではなく、幼稚園の話だ。 

 

「１枚の絵のつながり」 

しかし、地方にある教会にとっては幼稚

園と教会はやはり一体だ。幼稚園で行って

いることは教会が受け止め、教会がしてい

ることが幼稚園で受け止められて共に歩む

そのような歩みを、伝道をしている。その

意味ではこのようにして一つの絵がもたら

したたくさんの数々のつながり、卒園した

子供たちのつながり、地震を超えて被災者

同士のつながり、また、今は神様のところ

に帰ってしまったが、そのような命を超え

たつながり、そういったものが、ここには

あると思っている。実はつながるというこ

とは、とても大切なことなのではないでし

ょうか。 

  

「私と共にいなさい」 

ヨハネによる福音書で「私はまことのぶ

どうの木、あなた方はその枝である」とい

うお話しがある。そこでイエス様は「私に

つながっていなさい」とおっしゃった。「私

につながっていなさい」という「つながり」



の意味は、「私と共にいなさい」ということ。

違う言い方をすれば、「イエス・キリストの

うちにいなさい」という言葉だ。教会がい

うつながりというのは単なる手と手のつな

がりではなくて「存在と存在のつながり」。

「私は何者なのか」という自分自身の問い

に関して「私は神様のうちにあるものだ」

―これがつながり、聖書でいうつながりと

いうことである。 

  

「あなたのつながる場所はここに」 

私たちは誰と共にいるのだろうか。そこ

においてイエス様は「あなたは私と共にい

なさい」といって、十字架に架かって下さ

った。だから私たちはそのようにして「イ

エス様の中にいる」ということで神様とつ

ながるのだ。次に、神様とつながるという

ことを知ったものはまだ神様とつながって

いない人たちに神様へのつながりへと導く、

その業が委ねられているのだと思う。私た

ちは今、この時代にあって自分の居場所を

失っている人たち、私は誰とつながったら

良いのだろうかということで、苦しんでい

る多くの悲鳴を上げている人たちに教会は

「あなたのつながる場所はここにあるよ」、

「あなたの場所はここなんだよ」という形

でイエス様を指し示していくのではないで

しょうか。私たちはそんな形でつながりを

大事にしようと、考えている。 

  

「教会と教会のつながり」 

最後にこのような東日本大震災の被災の

中で実は今、関東教区が教会と教会のつな

がりも再び築き上げようとしている。今皆

さんに見ていただいている写真は日本基督

教団水戸自由が丘教会の建物だ。水戸市に

あるとっても小さい教会。この建物も地震

によって被害を受けた。屋根瓦が大きく破

損、タイルにもかなり亀裂が入った。 

 

「新しい案内看板」 

この建物も松下さんのご協力によって改

修工事が行われた。改修後、こんな素敵な

建物に直った。この教会の会堂の脇には新

しく案内看板が作られた。ここに御言葉が

書かれている。「私はぶどうの木、あなた方

はその枝である」。これもいみじくも象徴的

だ。誰もこういうことを打ち合わせしてい

ないが、被災復興していく中で、そこで出

来上がってくるもの一つ一つがやはりシン

ボルとなっていく。今、私が話した竜ヶ崎

幼稚園のつながるといくこと。それが水戸

自由が丘教会においても同じ御言葉で復興

からも立ち上がりがあった。このようにし

てこの東日本大震災を通して今再び教会を

超えて教会と教会が手を結んでつながって、

多くの人々を招き入れていこうとしている。 

 

「主にあって一つ」 

東日本大震災は本当に起きてほしくなか

った。でも、このように起きてしまった地

震の中から私たちはもう一度そこから立ち

上がっていくその時に、イエス様とつなが

っていこう。イエス様と共に歩もう。その

ような強い確かな足取りをそこから踏み出

していきたいと思っている。皆さんとお会

いできたことを本当に感謝している。今日

一日を通して本当に「主にあって一つ」と

いうことを皆さんと共に出来ればと思う。

祈りましょう。 

  

神様、この時を感謝します。神様が与え



て下さった出合いが私たちの中で実って祈 

りを共にし、思いを共にしつつ、共に苦

しみ、共に喜ぶ主の身体となっていくこと

が出来ますように、私たちは苦しみや悲し

みを超えてそこで駄目にならないでそこか

らまた新たなものをつくり出す力を与えて

いただいています。それは神様が与えてく

ださった力です。その力をみんなで祈りな

がら寄せ合って素晴らしい証の業をするこ

とが出来ますように、今苦しみの中にある

被災教会、被災地、被災された方々に神様

の平和がありますように。感謝してこのお

祈りをイエス様の御名によって御前におさ

さげ致します。アーメン。 

 

 
重機で擁壁の復元工事 上 →右 

 

 

 室内壁崩落で足場組んだ保育室 

飯塚 拓哉牧師プロフィール 

１９５７年５月３０日、福島県会津田島町

に農村の開拓伝道の家庭に生まれる。 

１９８３年３月農村伝道神学校卒業し、翌

月４月から竜ヶ崎教会に赴任。 

竜ヶ崎教会牧師・竜ヶ崎幼稚園園長に就任

し現在に至る。２０１３年４月より、３０

年目の歩みを始める。 

関東教区では、教師部委員・宣教部委員を

経て、教区書記を８年。現在は、関東教区

副議長として６年奉仕。また、茨城県私立

幼稚園連合会副会長・龍ヶ崎市私立幼稚園

連合会長も務めている。 
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関東教区埼玉地区壮年部講演会 ２０１２年６月１７日（日）  大宮教会 

「今こそ、『つながり』の時」      

―共に苦しみ、共に喜ぶ― 

「被災教会見積り額約４億円」 

「３教会は建て替えへ」 

「支援希望額の半分は貸付の教団支援に戸惑い」 

「信仰の祝福、成長は共につながるということ」 

「今、再び東日本大震災に向き合う」 

関東教区副議長・竜ヶ崎教会牧師 飯塚 拓也先生 

「教区内での被災は２４教会」 

関東教区の被災状況について語りたい。

関東教区では、何らかの被害があったと教

区に報告のあった教会数は、現段階では栃

木、茨城、群馬、埼玉の諸教会２３教会。

教会関係の幼児施設では１１ある。この報

告はさらに増えるだろうと思う。 

先日、土浦教会からメールが届いて「私

の所は大丈夫だと思っていたし、他を考え

ればこんなこと言えないと思っていたが、

教区総会で私の報告を聞いて、やはりここ

で言わなければならないと気付いた」とい

うことで、土浦教会はあらためて会堂を建

てた設計のところで今、精密な検査をして

いるそうだ。だからここでは２４になると

思う。減ることはないですね。被災教会の

復興計画に基づく見積額は現時点では４億

９１６万円。４億だ。新潟県中越地震の時、

募金目標額は１億８千万円だった。 

「支援希望額は２億５千万円」 

今、この４億のうち支援希望額として教

会から出ている金額は予測として最大で２

億５千万円になるだろうと思う。水戸中央

教会と宇都宮教会の２教会の建て替え、栃

木県の原市教会の会堂建築と同等の建築と

いう３つの教会の大きな被害があり、大規

模修繕、２千万円弱の修繕が一つある。 

 

「幼児施設は２、５００万円支援を」 

関東教区内の幼児施設の被災状況は１１

の幼稚園の中で建物等の被害、復興再建計

画額は２億５千万円。これには建物が老朽

化して耐震構造を含めた建て直しをする幼

稚園が一つ含まれている。そこから出てい

る支援希望額は実はその約１割、２５６４

万円が建物被害を受けた幼稚園から「何と

か支援してもらえないだろうか」といわれ

ている金額だ。１割ということだから何と
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かこれを満たしたいと考えている。   

栃木県にあるアジア学院は大変甚大な被

害を受けた。復興再建計画案では５億３千

万円。そのうちの３、５００万円を教団に

支援してほしいと希望している。本当にア

ジア学院はとても大切な学校だから日本基

督教団はもっとアジア学院を支援していた

だきたいと私たち関東教区は思っている。 

 

「那須の地で再建目指すアジア学院」 

アジア学院に関しては放射能被害の問題

が教団の中で一時かなり議論となり、「アジ

ア学院はあの那須の地から出るべきだ」と

いう意見もかなりあったが、しかし、アジ

ア学院は那須の地で再建することを選び取

り、しかしそれは緻密な放射能との戦いを

し、教団、日本基督教協議会(ＮＣＣ)への

支援を受けてドイツ製の２３０万円もする

ような食品測定器を持ってきてそこで厳密

なベラルーシ基準でやっている。それまで

アジア学院とかかわりのなかった農家の

方々がアジア学院を訪れるようになった。

あの那須の地での可能性を求めるようにな

さっておられる。 

  

「放射能測定で地域と連携」 

水の線量のＮＤというのは、検出限界以

下だということで、そういう数値だという

ことであった。アジア学院は地震よりもは

るかに今、地域とのかかわりを非常に密に

なさって，那須の地における農業の可能性

を今、プロジェクトでなさっておられる。

アジア学院の取り組みが成果を得るならば

実は那須だけではなくて東日本全体の放射

能汚染に悩む農民にとっても非常に大きな

光になるものだろうと思っている。ぜひこ

の機会にアジア学院のことを皆さんに知っ

ていただきたいなあと、祈っていただきた

いなあと思っている。 

  

「６幼稚園で 14 人退園」 

関東教区の幼児施設の被災状況に関して

戻るが、放射能被害が出ている。６つの幼

稚園で 14人の退園者があった。これはお母

さんの実家に親子で戻るという形になった。

14人で合わせて２７６万円のいわゆる幼児

納付金の減が起きている。これは単年度で

あって、私どものところでも３人退園があ

って３年保育の子が辞めるということは３

年分の保育料収入がなくなるわけだ。 

 

「教会幼稚園が被災で経営危機」 

単年度だけでも２７６万円の収入源が起

きるということは、今園児募集、園児減で

苦しむ教会幼稚園にとっては経営的には少

なからぬ打撃になる。放射能被害としては

除染に取り組むということがあった。 

 

「除染費用は自己負担」 

幼稚園の園庭などの除染工事、これが９

つの幼稚園で行われ、その除染費用が１９

１３万円だった。この中で西那須野幼稚園

の費用が突出している。しかし、この西那

須野幼稚園に関しては行政補助がかなり入

ったので、それも入れると補助が１４４４

万円。差し引きで４７０万円がまだ公的な

除染に補助が受けられず、除染費用が自己

負担になっている。 

 

「保育料減免額５２５万円」 

 被災児の受け入れ、これはこの埼玉にも

あるが、福島から避難をされてきた方々の
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子どもをお預かりするという取り組みで１

４の幼稚園で行われている。その受け入れ

に当たっては被災者でいらっしゃるので通

常の保育料を徴収することができないとい

うことで減免をしているわけで、その減免

額が今分かっている段階で５２４万円。埼

玉県はこの受け入れの補助金のある県だが、

県によってはこれも違い、全く補助金のな

いところもある。自己負担額が４３７万円

という金額になっている。 

 

「私の幼稚園被害約４、６００万円」 

私の幼稚園は建物の被害、放射能の被害、

退園者、放射能被害、除染、被災児受け入

れと全部ある。建物被害は実は設計管理も

入れると４、５９２万円。それに対する補

助は厚生労働省と文部科学省がそれぞれ別

で、合わせて２、６８７万円というもので、

補助率が５８・５％。この残りが自己負担

になる。保育園分の１、４００万円はいま

だまだきていない。厚労省の手続きが遅れ

ていて補助金がまだいただけない。ただ業

者にはお払いしないわけにはいかないから

今、手持ちの資金をやりくりして先々週に

全部終わらせたところだ。 

 

「保育料１５０万円のマイナス」 

放射能被害は退園者が３人いたのでこれ

で９４万円だ。二人が年中、一人が年少だ

ったのでそれをざっと足していくと実は３

人が卒園するまでいたならばという前提だ

が１５０万円くらいのマイナスになる。放

射能被害は実は竜ヶ崎はホットスポットの

一つで、やはり除染をしないわけにはいか

ない。一度業者を入れて行った。これで２

３３万円かかった。これに対する補助は４

４万円で、１８９万円が自己負担というこ

とだった。 

 

「教会幼稚園の使命」 

被災児一人を福島県から受け入れている。

この方はお父さんとお母さんの住民票は南

相馬と福島とばらばらで、お父さんのほう

に子どもの戸籍があるので福島の方は自主

避難になってしまう。避難してもこの子は

被災者の補助を受けられないケースだ。年

中さんで、竜ヶ崎に避難してきた１年間は

ずっと親子で過ごしていた。民間のＮＰＯ

が見かねて、せめて小学校に入る前１年は

集団生活を送らなければならないというこ

とで相談があったものだから即受け入れを

決定してこの方には保育料をいただくこと

ができないので園がすべて負担をしている。

これもキリスト教の教会幼稚園の使命なら

ではと思っている。 

 

「一人では頑張り切れない」 

びっくりされると思うが、関東教区では

こういう悩みが存在しているのだ。そのこ

とをぜひ覚えていてほしいし、一人では頑

張り切れないところもあり、幼稚園・保育

園に関して一言言えば、子どもがいるので、

「お金がないからできません」というのは

通らないのだ。 教会は祈りながらみんな

で頑張っていこうという教会のペースを大

事にしたいが、幼稚園・保育園は地域の信

頼を考えると、お金がなくともやるしかな

い。そうしたこともお含み願いたい。すい

ません。重たい話しで。ごめんなさい。 

 

「信徒宅のお見舞いも」 

関東教区では信徒宅のお見舞いもしてい 
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る。信徒宅にも建物被害があったので全壊

１０万円、半壊５万円、一部損壊３万円と

いうかたちでお見舞いを差し上げた。もし、

埼玉でも罹災証明がある被害に関してはま

だお見舞いをするので皆様の教会の関係の

方でおられるならおっしゃっていただきた

いと思う。このようにして関東教区に寄せ

られた募金を、募金してくださった皆さん

の思いを良く受け止めて用いるようにさせ

ていただいている。 

  

「関東教区に悩み」 

今、関東教区に悩みがある。教団の１０億

円募金のことだ。教団が決めた再建資金に

関する配分方式によると、各教会が必要と

している支援額の２分の１を支援し、あと

の２分の１は貸し付けるというものだ。 

これには困ってしまった。中越地震の時に

はまず、被災教会がどのくらい自分のとこ

ろで献金できるかを考えていただいた。自

分たちで精一杯捧げてもらって足らないと

ころを支援しようということで、募集を進

めたのが中越地震だ。大体の割合で言うと、

４分の１、２５%くらいを自分たちで献金を

して７５%が募金だった。２５％の自己資金

の中には教会員が少ないので教区からお金

を借りて今も教区に返済している教会があ

る。それが私たちとしてはすっきりしたや

り方だと思っている。 

 

「それでは困る」 

教団は教区が認めた支援額の半分を支援、

半分を貸し付けるということになった。当

然のことながら半分は返さなければならな

い。それでは困る。今繰り返し教団にお願

いしている。そういうことが今起きている。 

「１０億募金の半分が会堂再建」 

大体今、奥羽も東北も会堂の再建額がは

っきりしてきて支援としてこのくらい必要

だと分かってきた。それが当初考えていた

よりも多くない。関東教区が２億５千万、

おそらく東北教区も同じくらい。多分奥羽

は１億強だろう。１０億募金のうちの５億

円が会堂の再建だった。それにもう少し頑

張れば支援希望額に全部対応できるじゃな

いかということが分かってきた。 

 

「半額返済はナンセンス」 

支援希望額の半分を支援して、半分は貸

し出す。これは上記の事情からしてナンセ

ンスだし、特に関東教区はこれは非常に困

る。例えば、教区には直接外部からの献金

が来ている。海外からも。マスコミ報道の

影響もある。そうすると教区で教区に来た

お見舞金を持っているので、教団が支援希

望額の半分を出すのであれば、残りの半分

は教区が出しますよと言えるのだ。ところ

が関東教区はどうでしょうか。そういった

意味では一番献金がきていない。関東教区

の諸教会は既に教団の１０億円募金にもう

２千万円以上献金している。中越沖地震を

体験した教区だからそういう痛みには敏感

であるという良さがある。そうすると関東

教区はどうなるか。  

 

「借り入れに不公平なくせ」 

１０億募金に一生懸命献金をしてそっち

に協力をしながら被災教会の２分の１の貸

し付けに関して教区が連帯責任を負う。こ

ういうことが今起きているものだからこれ

は困りますよと、少なくとも被災した奥羽、

東北、関東の３教区の被災地教会がこの借
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り入れに関して不公平が起きないように一

生懸命今お願いしている。この点に関して

は今だすっきりしていない。 

この前の教区総会で関東教区として募金

目標額を定めるべきだという意見もあった

が、そこに至らなかった。というのは関東

教区としては教団の支援募金に一本化した

いのだが、その結果、借り入れは教区が責

任持ちなさいとなった時には教区にそのお

金はないから、もし本当にそうなってしま

った時は教区としてその資金を確保しなけ

ればならなくなってしまう。 

 

「希望額の７、８割の支援を」 

今の段階では兎にも角にも１０億円募金

が目標に達しないと、その次の話しが生ま

れないのも事実。教区としては１０億円募

金の献金を引き続きお願いをしている。そ

のようにして関東教区は教団募金に協力し

ながら、しかし、関東教区の置かれた状況

を教団にご理解いただいて、支援希望額の

半額の貸し付けに関しては教区が連帯責任

をもって教会と返しなさいを、何とか止め

て下さい。むしろそれだったら教会が献金

できる精一杯お捧げするからどうか支援希

望額の７０％、８０％支援して下さい。こ

れをしようとしているところだ。 

  

「つながりをつなげる」 

これからまとめに入る。きょうの講演の 

テーマは「つながりをつなげる」。「共に苦 

しみ、共に喜ぶ」ということ。２００４年 

７月１３日、新潟水害があった。見附教会 

が床上浸水の被害を受け、信徒宅にも被害 

があった。栃尾教会の信徒宅にも被害があ 

った。三条教会にボランティアセンターが 

設置され、新潟地区がその運営に当たって 

くれた。このとき大宮教会の疋田 国麿呂 

先生が宣教部委員長。私と疋田先生は１３ 

日の夜に新潟に入って１４日に見附に参っ 

た。そこからすぐ教団に電話をして社会委 

員会で募金をして下さいと、お願いした。 

 

「自然災害の皮切り」 

考えてみると２００４年７月１３日の新 

潟水害がその後引き続き起きる関東教区の 

体験する自然災害の皮切りであった。残念 

な事に。同じ２００４年１０月２３日、新

潟県中越地震が発生した。十日町教会、小

出教会、見附教会、栃尾教会，長岡教会に

被害があった。信徒宅に被害があった。そ

の後２年間続いた豪雪があった。このとき

に教団で１億５千万円募金、後に３千万目

標を上げていただいて１億８千万円募金を

した。 

 

「総会決議」 

関東教区は１億５千万円の半分の７、５ 

００万円を関東教区の責任において集め

るという総会決議をし、一丸となって取り

組んだ。この中越地震のそれ以降は、当時

の埼玉和光教会の三浦修先生が議長であ

り、その後大宮教会の疋田先生が議長にな

って歩んできたそのような取り組みの時

代だった。実は十日町教会にボランティア

センターが設置されたのは一つのエピソ

ードがある。十日町教会の牧師の新井 純

先生はその前の７月１３日の新潟水害の

とき、当然、これは大変なことになった。

自分も何とかしたいと思っておられたが、

保育園や様々なことがあり直接ボランテ

ィアセンターには関わらなかったそうだ。 
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「内心忸怩たるもの」 

そのことでは内心忸怩たるものがあっ

て自分で胸を痛めておられた。まさかその

ときには思いもしなかった１０月２３日

の新潟県中越地震。このとき新井先生は決

断をされた。今回は自分がしなければなら

ない。十日町教会の皆さんも共に担って下

さって十日町教会ボランティアセンター

ができたのだ。１００％の断言はできない

が、そのように考えると、新潟水害があっ

て、新潟県中越地震があり、それがボラン

ティアセンター設置につながっていった

という一つの流れが実は見えてくる。また

新潟県中越地方、豪雪地域だが、私は竜ヶ

崎教会に１９８４年に参りましてずっと

竜ヶ崎教会だ。教会を動いていない。ずっ 

と関東教区だ。でも、冬の新潟には一度も 

行ったことがなかった。もしかしたら中越 

地震がなければ今も冬の中越は知らないか 

もしれない。２００４年の１月に教団の

方々をお連れして被災教会を周った。 

 

「車がない」 

 雪の中をスタッドレスタイヤを履いて。 

ナビが誘導してくれないとどうにもならな 

い。標識も見えない中で十日町の旅館に泊 

まって車を出そうと思ったら車がない。雪 

に埋もれて。車を出すのに３０分かかった。 

あれは教団の方々に「いい機会になった」 

というと、現地の方には申し訳ないが、「雪 

との戦いとはこういうことなのか」という 

ことを知った。 

 

「目に見えない『線』」 

豪雪に対しても「雪掘りボランティア」

が入っているし、兵庫教区の長田センター

が雪掘りボランティアに兵庫から駆けつけ

て下さっている。そうなった時には阪神淡

路大震災、新潟水害、新潟県中越地震、そ

して豪雪。ここに一つの目に見えない「線」

がある。 

２００７年７月１６日、新潟県中越沖地

震が発生した。ちょうどこの大宮教会で宣

教総合協議会の開会礼拝の最中だった。す

ぐにこの大宮教会の建物の中にある教区事

務所でニュースを見て「これは大変だ」と

いうことで、疋田先生が議長、私が副議長

で、私が現地に手分けして行くことになっ

た。柏崎伝道所に被害があった。柏崎伝道

所にボランティアセンターが設置された。

このボランティアセンターの特徴は、新潟

地区の教師によって運営された。三条教会

のボランティアセンターは新潟地区といっ

ても、地区の有志の教師だった。十日町教

会ボランティアセンターは新井先生が中心

になってつくっていたものだ。しかし、新

井先生には本当に大変な負担をさせた。 

 

「牧師はセンターに入らないで」 

その反省から柏崎伝道所にボランティア

センターを設置するときに牧師はボランテ

ィアセンターには入らないで下さい。新潟

地区のみんなが交代でやる。こういう風に

そこでも目には見えない進め方がある。２

０１１年７月２６日から３０日、東日本大

震災があった年の夏、新潟・福島豪雨があ

った。この豪雨は新潟水害の時よりも降雨

量は大きかった。私はたまたま息子の敬和

学園の関係で新潟にいて帰ってこれなくな

った。道路が通行止め、明け方ようやく竜

ヶ崎にたどり着いた。 
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「関東教区の特徴」 

小出在住の隠退教師宅が床上浸水した。

見附教会の信徒宅の裏の崖が崩壊している。

ここから私は関東教区はこのようにして

「つながり」をつなげ続けた教区であり、

これは関東教区の特徴だと思うのだ。そし

て東日本大震災に取り組むときにやはり私

は「共に苦しみ、共に喜ぶ」というきょう

の御言葉、一つの部分が苦しめば、他の部

分が共に苦しみ、一つの部分が尊ばれれば、

他の部分も共に喜ぶのだ。 

 

「主に招かれた一つの身体」 

あなた方は主に招かれた一つの身体だ。 

これを私ども関東教区は実はもう２００４

年の７月１３日の段階から体験してきたの 

だ。それを今回もまた私は「つながりをま

たつなげ続けていきたいなあ」と、そう思

っている。最後にこれで終わりにしたい。 

  

「片付けボランティア」 

新潟県中越地震の被災支援の中でこん

なことがあった。西山町。田中 角栄さん

の地元、そこにお寺があってそこが被災し

てた。そこを訪ねた時、こう言われた。「教

会さんはすごいですね。教会さんはお互い

助け合って被災した教会を直していくん

ですよね。すごいですね。うちはぜんぜん、

まだこれからです」とおっしゃった。柏崎

市ある柏崎聖光キリスト教会、これはホー

リネス教団だ。ここは礼拝堂が全壊してそ

こに私も片付けボランティアとして行っ

た。 

 

「底力の発揮しどころ」 

そこの牧師も言った。「教団さんはすごい

ですね。地震があったとき、柏崎伝道所に

みんなが集結してそこにボランティアセン

ターを立ち上げ、そこから出掛けて行く。

それどころじゃない。自分のところにも教

団がこうして助けに来てくれる教団さんは

すごいですね」。私はこの東日本大震災にあ

たって今こそ私たち日本基督教団の連帯教

会としての底力の発揮しどころではないか

と思う。 

  

「主の共同体の形成」 

今、このときにこそ私たちは一つとなっ

て本当の祈りに合わせて、力を合わせて互

いに、共に 苦しみ、共に喜ぶ主の共同体

をつくっていきたいと思うのだ。そのよう

にすることによって実は被災教会が助かる

だけでなくて共につながる私たちが信仰的

に祝福され、私たちが成長するのだと思う。 

 

 

埼玉地区壮年部講演会で飯塚牧師が熱弁 
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関東教区「東日本大震災」被災支援委員会 

統括主任 飯塚拓也（教区副議長）作成 

関東教区の被災状況 

 何らかの被害があったと教区に報告のあった教会数は、現時点では、茨城・栃木・群馬 

埼玉の諸教会２３教会。教会関係の幼児施設では１１。被災教会の復旧計画に見積額は、

現時点では４億０９，１５万７,９９４円。支援希望額は、２億５，０００万円（予測） 

関東教区内幼児施設の被災状況 

建物等の被害（支援希望に関係する園） 

復興再建計画額 ２億５０,１５万７,９９４円 

支援希望額合計  ２５,６３万５,０００円 

 

アジア学院の被害 

復興再建計画額 ５億３，０００万円。支援希望額 ３，５００万円。（教団に申請） 

アジア学院の今後の再建計画 

アジア学院 校長 大津健一 

 昨年3月11日の東日本大震災及び福島第一原発の放射能漏れ事故後、震災によって受け

た建物被害に対する再建への取り組みと放射能被害に対する除染への取り組みを行ってい

る。再建計画は、大きく３期に分け、第1期計画には応急補修工事や事務所及び職員室移転

に伴う新築工事などが含まれている。現在第1期再建計画が完了し、第2期再建計画に沿っ

た教室・新コイノニア棟の新築工事、農業研修設備整備工事などを行っている。教室・新

コイノニア棟については今秋から使用の予定である。またこれに続いて男子寮新築工事、

また危険のため使用禁止になっているチャペルの新築工事を行う予定である。特に新チャ

ペルについては、関東教区の強いご支援の下教団から建築資金のサポートを頂くことが約

束されている。第2期再建計画は、2013年3月末までに完了する予定である。更に第３期 

再建計画については、資金の見通しがつけば実施したいと願っている。 

一方放射能被害については、水、土の線量や農作物・豚肉・鶏肉・卵などの線量を計測し、

現在最も厳しい基準とされるベラルーシの子どもへの食品安全基準（水=10Bq/ｋg, 米

=20Ｂq/ｋｇ, その他の食品=37Ｂｑ/ｋｇ以下）をアジア学院の自家消費用及び販売用の

食料品に適用している。ちなみに水の線量は ND、昨年度収穫の玄米が11Ｂｑ/ｋｇ，白米

が3Ｂq/ｋｇ、野菜は0～21Ｂｑ/ｋｇ，豚肉8Ｂｑ/ｋｇ、鶏卵４Ｂｑ/ｋｇとなっている。
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但し、しいたけは415Ｂｑ/ｋｇ，ブルーベリーは123Ｂｑ/ｋｇとなり、自家消費用・販

売用にも供していない。また、本年1月より地域の市民向けに放射能計測サービス 

“ベクレルセンター”を開設し、市民の不安に応える活動を行っている。 

 以上のように私たちは、祈りと希望をもって現キャンパスにとどまり、2013年9月16

日の創立記念日には、復興を感謝してアジア学院創立40周年記念の時を持つ予定である。 

 

関東教区内幼児施設の被災状況 

放射能被害（退園者）６幼稚園１４人 ２,７６万１,８００円の収入減（単年度で） 

放射線被害（除染等）９幼稚園 除染費用１９,１３万１,８１５円  

補助 １４,４３万６,５４７円  

自己負担額 ４,６９万,２６８円 

被災児受入れ １４幼稚園 減免額 ５,２３万６，７５０円 

        補助   ８６万６，５００円 

     自己負担額 ４,３７万,２５０円 

（例）竜ヶ崎幼稚園・竜ヶ崎保育園 

 ・ 建物被害  ４５，９１万６，１１５円 

 補助 保育園分14,10万1,000円 幼稚園分12,77万1,000円 

計26,87万2,000円（率58.5％） 

 支援希望10,00万円 借入希望5,00万円 

・放射能被害（退園者） 3名 94万3,500円 

・放射能被害（除染等） 233万円  内、補助金44万円）  189万円 

・被災児受入 1人 44万円  

・その他、被災児支援保育ボランティアを行った 

関東教区の信徒宅のお見舞 信徒のお宅にも建物被害があり、お見舞を差し上げた。 

り災証明を提出していただき、見舞い基準は：全壊15万円、大規模半壊10万円、半壊

5万円、一部損壊3万円 とした。これによって、7教会・26名（全壊０、大規模半壊

1、半壊4、一部損壊２１、床上浸水０、床下浸水０）の方々にお見舞金を差し上げた。 

 
 
 



 

 

 

あなたの重荷を主に委ねよ

 私たちの教会は礼拝堂、集会室

した結果、取り壊して再建することになった

は昨年7月に取り壊した。鉄骨

かった。建物の残存部分に

家族は隣の賃貸マンションに

国の補助金があるので、間に

 現在、敷地奥にある礼拝堂

前から計画していた納骨堂は

不要となり、神に感謝している

 今春に入り、ようやく修復工事

全て使って大改修を行った後

皆様のお祈りとご支援を感謝

茨城地区
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ねよ、主はあなたを支えられる 

水戸中央教会牧師

集会室、牧師館一体型の建物でした。半壊し、

することになった。二次被害の危険がある牧師館

鉄骨のしっかりした建物だったので、半分壊すだけで

に簡易補修をして、礼拝などの集会を今は守っている

マンションに教区の支援で住んでいる。住宅は被災後3年以内

に合わせたいと考えている。 

礼拝堂を、入りやすいように敷地前部に再建しようと

は、水戸市の条例が改正され、今年7月からは近隣住民

している。信徒の住宅も被災している。 

修復工事の順番が回ってきた状態。2010年にそれまでの

後、被災したので、自己資金を増やすべく努めているところ

感謝。 

茨城地区・水戸中央教会 

水戸中央教会牧師 山本 隆久 

、関東教区と相談

牧師館と集会室部分

すだけで800万円か

っている。牧師 

年以内に再建すると

しようと決めた。以 

近隣住民の承諾が

にそれまでの積立金を

めているところ。 
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「恐れるな、小さな群れよ」 

水戸自由ヶ丘教会牧師 西上 信義 

 2011年3月11日（金）東関東大震災によって、水戸の町はとても深く揺れた。古い建

物が半壊し、屋根が崩れ、近代的なビルも内部が崩れた。私たちの水戸自由ヶ丘教会は礼

拝堂と牧師館の屋根は「ぐし」が崩れそうになっていた。内外壁に亀裂が入った。下水施

設も壊れていた。翌日、加藤地区長、現久保田地区長がお見舞い下さった。調査をして頂

くと、礼拝堂の内壁にひびが入り、天井がひずみ、外壁が危険な状態だった。その日から、

教区144の教会伝道所の祈りと励ましに深く支えられた。8月に入って、やっと、礼拝堂（18

坪）と牧師館（10坪）の補修工事が地元の西山工務店によって始められた。教会員（9人）

と教区関係者の方々の献金と教団共済組合のお見舞い金、関東教区と教団の方々の支援に

より、12月はじめに被災復興がなされた。小さな群れの教会だが、神さまの慰 

めと愛の聖霊が生きて働いて下さったと感謝している。2012年1月22日（日）午後4時被

災復興礼拝には、教区と地区の教会伝道所の方々42名もおいで下さり、大きな祈りと賛美

と励ましをいただいた。 

「神さまは希望と愛の御国をくださいます。」 

 復興なった水戸自由ヶ丘教会は、水戸市内の50号線のバス停の前に立てられている。私

たちの教会の使命は、主日礼拝を守り、相互牧会をしながら、「人間性の回復」の慰めの

教会になること。一人一人が、新しい友に伝道する。そして、昼も夜も水戸の町の「福音 

の灯台」として、光をあらわしていきたいと祈る。どうぞ、慰めと喜びの教会へおいで下

さい。 

 
 
 
 

茨城地区・水戸自由ヶ丘教会 
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日本キリスト教団日立教会 被害と復興状況 

日立教会牧師 島田 進 

主の御名を賛美します。 

 東日本大震災の発生から1年2カ月、未だ多数の不明者がおられ、また生活の場を失われ

苦渋と不便の生活を強いられている方々の大勢おられることを思いつつ、主のお支えと励

ましをお祈りする。また、私たちの教会の被災を覚えて、今日まで多くのお祈りと数々の 

ご支援を寄せて励ましていただき、心より嬉しく感謝申し上げる。 

 さて、震災当日、日立市は震度6強の強く長い揺れと海岸部は津波に襲われた。教会関係

者には、人的被害、建物全壊という被害はなかったが、皆、家財・備品等の損壊があ 

った。ここに、当教会建物・信徒宅等の被害とその復興状況を報告する。 

(1) 教会建物、会堂(礼拝堂)・集会室(別館)・牧師館に、内外壁の亀裂や破損、天井板の歪

み、トイレドアの歪み、蛍光灯・非常灯の器具の抜け落ち、その他で200万円程の修理

費が見込まれているが、建物簡易診断調査では土台等にひび割れが見られない、軽傷と

のこと。自分たちで修理するということで、もっと被害の大きい教会・伝道所に支援費

を回していただきたいと思う。今、壮年による｢アカシヤ｣グループが誕生し 

修理等に大活躍している。 

(2) 教会員の住居には、全壊こそなかったが、宅地の陥没で建物の歪み、宅地の防護壁の崩

れ、屋根瓦の崩落等で、半壊、一部損壊という診断を受けた方々が9世帯(17人)。その

他に塀などの倒壊があり、数１０万円～500万円をはるかに超える被災状況。他所に新

築1世帯(3人)・賃貸集合住宅1世帯(3人)、他は現在地に我慢して滞留という現況。ま

た、地震災害を機に転出された会員3人、地震災害とは言えないが2人が召天 

（４月と6月)され、以降、体調を崩す方々も見られる。 

茨城地区・日立教会 
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(3) その他、乳幼児、子ども、青年がいるので、放射線量が非常に気がかりだ。昨年6月中

の牧師館玄関の測量器で常時0.218～0.160マイクロシーベルト/時を表示(日立の通

常時は0.040マイクロシーベルト/時)。雨樋から雨水が落ちる場所で2.204マイクロシ

ーベルト/時があった。現在は0.175～0.145マイクロシーベルト/時。できれば 

もっと精密な線量計が欲しいが、今後も注視していく。子どもや若者の集まりでお茶や

会食はペットボトルの飲料水を使用している。原発事故の本当の終息がいつかは不明だが、

浄水器の設置も視野に入れなければならないのか？課題だ。 

 

 

 

 

 

 
 

水海道教会の現状と課題 

水海道教会牧師 加藤久幸 

 東日本大震災とその後の余震により、水海道教会は多数の亀裂とその他損傷があった。

被災前から、中期的な課題として、教会は会堂のバリアフリー化を検討していたので、こ

の工事を前倒しする方向で話し合いを始めた。紆余曲折があり、1年を経た2012年教会総

会で「バリアフリー化改修工事と復旧工事を、教会員の合意を得て、速やかに実施する」

と決めた。具体的には、新たに設置された会堂整備委員会が進めていくことになる。 

水海道教会学園（二葉幼稚園、育ちサポートセンター）では、塀の修理、園庭の除染作業、 

保育室の空調設備設置などを既に行った。 

 教会・学園は、被害状況の再調査も含め、今年度内に工事に着手できるように取り組む

予定。皆さまのご支援とお祈りに感謝。私たちも、他の被災教会の歩みを覚えつつ、私た 

ちの｢整備・復興｣を進めたいと願っている。 

 
 
 
 
 

茨城地区・水海道教会 
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竜ヶ崎教会 一歩づつ歩んでいます 
竜ヶ崎教会牧師 飯塚拓也 
 揺れが長く続いたことによって、建物や園庭の弱い部分に被害が出た。特に、関係施設

の竜ヶ崎幼稚園と竜ヶ崎保育園に大きな建物被害が出、天井が痛み、壁が傾き、床が不陸

し、デッキが破損した。また、園庭は地盤沈下と地割れ、コンクリートの擁壁に強い圧力

がかかり破損した。昨年の夏休みより工事を開始。ホールと保育室全体に足場を組んで天

井と壁を修理し、園庭には鉄板を打ち込んで土砂の流失を防ぎ、重機を入れて土を取り除

いた。冬休みに職員室の床を張り替え、春休みにホールの床を張り替え、ようやく工事が

終了。大工事となってしまい、資金的な問題も抱えながらの取り組みだが、一歩ずつ復興

に取り組んでいます。牧師館は、屋根の破損、外壁・内壁の亀裂、扉のゆがみが生じ、こ

ちらは業者の都合がつかず、まだこれからの状況です。幸い、会堂は無事だった。八角形 
の作りが地震のエネルギーを吸収したようだ。また、福島第 1 原発の事故にも悩んでいる。

退園者・入園辞退者があった。園庭の除染を行ったが、近く 2 回目の除染を行う予定。 

茨城地区・竜ヶ崎教会 

竜ヶ崎教会竜ヶ崎幼稚園 竜ヶ崎保育園 
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勝田教会、震災後の現状と課題 

勝田教会牧師 鈴木 光 
 勝田教会は震災直後に被害状況を確認した所、壁の亀裂や棚などの用具が破損するなど

の多数の細かい被害を見つけた。礼拝堂正面の壁の亀裂などは、早い段階で修理、逆に危

険なく目立たない所、十字架塔につけられた避雷針が曲がってしまった状態なのは、見栄

えの問題はあるが機能的な問題はないことからそのままに。いつか、と思いながらなかな

か手をつけられない現状。 
茨城北部としては、比較的小さな被害ですんだことを主に感謝。一年が過ぎて、あらた

めて見てみると附属の保育園施設などで、床や出入口の亀裂や段差が広がったり、排水口

のマンホール部分が地面の変動で上にせり出したりと、時間が経過してから出て来た被害

などが目につく。また、信徒宅でも複数、大小様々な被害が出た。祈りつつ、向き合って

おられる。皆さんの支援とお祈りに感謝。続けてお祈りください。 
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茨城地区・下館教会 

下館教会 いずみ幼稚園めぐみ保育園 
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茨城地区水戸教会 

 

茨城地区・筑波学園教会 

茨城地区牛久教会 
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宇都宮教会の近況報告 
宇都宮教会牧師 木村太郎 

 東日本大震災による教会堂被災に際して、地震直後からお祈りいただき、またお見舞い

や献金を通して、私共を覚えお支え下さったこと、あらためて深い感謝を申し上げる。 
 宇都宮教会は、この被災を通して、祈りつつ話し合いの時を重ね、昨年（２０１１年１

０月９日）開催された臨時総会で、新教会堂建築の決意をし、建築委員会を立ち上げた。 
以後、長老会、建築委員会を中心に、教会視察、設計者の選定、教会全体懇談会、そして

資金計画についてのアンケート実施等を行なってきた。５月８日（火）には、第７回建築

委員会が開催、５月下旬には、設計者から一番最初の設計図が示される予定となった。 
 新教会堂の着工時期等、具体的な日程については、まだ未定だが、少しずつ前進。さら

に祈りを熱くし、主なる神さまが成し遂げてくださる業を信頼していきたいと思う。どう

ぞ今後ともご加祷のほど、よろしく 

栃木地区・宇都宮教会 
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宇都宮上町教会 
宇都宮上町教会信徒 國吉常喜與 

 十字架塔を支える4本の鉄骨のうち3本裂断、教会堂内は瓦礫の山、外側はブルーシート

で仮雨除と満身創痍。3社5人の建築士が、「一日も早く新築を」と異口同音。復旧工事は3

回に分け、3月に完了。教会と幼稚園で約600万円、会堂共済からの見舞金と自己資金で支

払う。教区教団の多くの先生方からの指導と励ましに深く感謝。これからですが、まずは

教団の「10億円献金への取組みだ。「2年間、各年100万円以上」の目標を役員会で確認、一

年目は約150万円を献金できた。二年目も同額かそれ以上を目標に祈りつつ取組む。今後の

教会と幼稚園は、地域の福音の泉として、また有事の際の防災拠点となりうる教会新築の

ために祈りと具体的な準備に着手していく。ご加祷ご支援をお願いしたい。 
 

宇都宮上町教会みふみ幼稚園 
みふみ幼稚園園長 國吉真理子 

 その時、園庭に避難した子供達と先生方は、教会十字架塔が大きく揺れるのを見ていた。

もうひと揺れしたら折れると思ったそうだ。揺れが収まったあと、全員の無事を確認。感

謝のお祈りを捧げた。その時にはまだ、東北の海と福島で大変な事態が起きているとは知

らず、しかし早くも翌日には、数人の方が遠方へ転出された。それは確かな情報を得ての

行動であり、その後も次々と在園児や入園予定児の家族が転出するなど、栃木県の安全安

心のイメージは崩れ去った。栃木県内の有力企業はリスク分散のため海外生産にシフトし、

宇都宮の勢いは失われた。これからの幼稚園は「その芯に何を持つか」が決定的に問われ

ることになる。その時に、安心・安全な園舎は最低条件。幸い、教区・教団には現に幼児

教育に携わり、経験豊かな先生方が多くおられ、信頼して前進できることは大いなる感謝。 

栃木地区・宇都宮上町教会 
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四條町教会のこれから 
四條町教会牧師 平山正道 

 東日本大震災の被害は会堂（今年で築100年）、付属館（フライ記念館、築7年）、幼稚園

舎（築26年の鉄骨造りと築49年の木造）すべてに及んだ。改修工事は昨年秋、必要資金が

すべて満たされて行なわれた。長年加入してきた日本基督教団会堂共済組合からの見舞金

が、大きな助けとなった。幼稚園舎は被害が軽微、応急措置を済ませて保育活動には支障

のないようになっているが、近い将来に大規模な改修か建て替えを行う計画。 
 会堂は古いので、数年ごとに手を入れて維持管理をしてきた。震災前の2年に限っても床

の修繕、漆喰壁の塗り直し、木製の窓枠の取り換えなど、合計625万円かけて行った。もし、

こうした改修をしていなければ、震災による被害はもっと大きかったかもしれず、歴史的

建造物である会堂を大切に維持しながら、日常の伝道牧会活動を誠実に担い教会形成をし

ていくことが、わたしたちの教会の変わらない務め 

栃木地区・四條町教会 
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]益子教会の今 
益子教会代務者 平山正道 

 東日本大震災によって益子教会の会堂（築17年）も大きな被害を受けたが、関係者のお

祈りと関東教区の温かいご支援のもとで、改修工事を行うことができた（総工費437万円）。

復興感謝礼拝を行ったのは12月11日、その翌週には、特別な１年を振り返りながら、感謝

の内にクリスマス礼拝を捧げた。会堂は元通りに復興し、整えられた。問題はその先。8人

の教会員のほとんどが高齢化し、礼拝への出席が困難。平均3～4人の礼拝を大切に守りな

がら、西上信義先生（協力牧師・水戸自由ヶ丘教会）を中心に、訪問伝道に力を入れてい

る。またご承知のように、5月6日に発生した竜巻で、益子町は地域によって再び大きな被

害を受けた。竜巻が通ったのは教会から西に直線距離で約2キロのところ。教会関係者や会

堂に被害はなかったが、益子教会のことに合わせて、竜巻で被災した人々の上に、主の助

けとお支えをお祈りいただければ幸い。 
 

栃木地区・益子教会 
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那須野教会の報告 
西那須野教会牧師 菅野勝之 

 3月11日、西那須野教会はガシャガシャと激しい音をたてながら目の前で揺れた。あの音

がまだ耳から離れない。堂の内壁は傾き、教会の塔の内側の壁に亀裂が入り、パイプオル

ガンのパイプはバラバラに倒れ、折れ曲がった。室の天井は落下し、什器、備品はひっく

り返り、壊れて散乱した。この会堂が安全なのかどうかを確認することから、復旧に向け

ての歩みが始まった。3カ月後、会堂部分の修理が終了して、6月19日から、再び礼拝堂で

主日礼拝ができるようになった。主の助けと、たくさんの方々の祈りと貴いご献金やお見

舞いをいただき、励ましとお支えをいただいて、復旧できたことを心から感謝。今なお栃

木県北地域は、放射線の心配がある。私共と深い関わりのあるアジア学院も大変な被害を

受けた。西那須野幼稚園は放射線対策を続けている。引き続きお 

西那須野教会 西那須野幼稚園 

栃木地区・西那須野教会 
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桐生東部教会報告 

 

 

 

 

 

 
桐生東部教会牧師 小野團三 

 桐生東部教会では、2011年3月11日東日本大震災での被災以降、定期教会総会、その後、

教会懇談会を3回開催、これからのこと、資金の手当て等を相談した。何とか今年の2月14

日に教会の第Ⅰ期改修工事を始め、4月30日に完了、引渡しが行われた。牧師館の配水管の

損傷に伴う3階と4階の改修工事、教会の本体の鉄筋4階建物と増築部分の鉄骨3階建てのつ

なぎ目部分および各階の壁等の修復作業は、予想よりも大きな改修工事となった。第Ⅱ期

工事は、駐車場の陥没部分の全面的な修復作業が6月4日より21日までの予定で行われる。

教団と関東教区のご理解とご支援、群馬地区、諸教会の仲間の皆さんより温かい励ましを

いただき教会員一同、復興への希望と勇気を与えられた。3年後の創立100周年に向けて教 

の仲間は新しい気持ちで新年度の歩みを始めている。これまでのお祈りとお支えを感謝。

心よりの感謝をもって皆様に御礼を申し上げる。 

栃木地区・鹿沼教会 

群馬地区・桐生東部教会 
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群馬地区・伊勢崎教会 
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原市教会の近況報告 
原市教会牧師 村田 元 

 このたびの東日本大震災で1952年に建設した礼拝堂が被災｡皆さまが祈りに覚えてくだ

さり、また、ご支援をも賜りましてありがとうございました。 
 礼拝堂は鉄筋コンクリート建築だが、経年による劣化部分の損傷と、30年近く前に増築

した部分の破損がかなりあった。このまま使用することは危険ということで、皆で協議の

結果、経年の補修部分を含めた全面改修工事に踏み切ることにした。このために昨年10月

に臨時総会を開催、これからの経費は積立金や教会内募金で手当てすることにしている。 
 去る4月20日より工事に入り、6月29日に工事を完了する予定で現在工事中。工事の進捗

に連れて次々と追加工事が出てきて、予算的には苦しい状況。幸い教会が設立した学校法

人赤心幼稚園が併設されているので、礼拝、教会学校、諸集会は幼稚園を使わせていただ

いている。幼稚園は2010年建築で、同じ敷地内ではあるが、被災をまぬがれた。感謝して

ご報告する。 

群馬地区・原市教会 
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安中教会・現状と課題 
安中教会牧師 江守秀夫 

 1918年築の現会堂は東日本大震災により内壁に剥がれと小亀裂等が生じ、昨年10～11月

に全面を剥離して元の色合いに砂壁を塗り直すという修復をした。本来は京都の嵯峨野産

のパウダー状のきめ細かな砂を素材にして塗られていたということだが、さすがに予算的

にもそのような修理をする実力もなく近隣で入手可能な細かい砂を使って修復した。 
 又、外壁の大谷石に至っては「老朽化」と相まって震災が拍車をかけるように石積みに

浸食だけではない「ゆがみ」を生みだし、それが雨漏りを誘発していることも事実。これ

らを全面的に修理するには新会堂建築並の経済的負担がのしかかるため実質的には不可能

に近いというのが現状でしょうか。いずれにししても今後の課題としてこのハードの側面

への早急な対応が迫られている事実には代わりが無く、課題の抜本的解決にはまだまだと

いったところ。 

群馬地区・安中教会 
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島村教会の報告 
島村教会牧師 佐藤謙吉 

 礼拝堂の壁のひび、保育園本館の壁や天井の変形、別館のサッシのしまりの悪さなど、

振動による外壁のペンキの剥がれもひどく、補修の必要に迫れていたが、国の登録文化財

に指定されているために、自主補修はできず、県、文化庁との協議が必要であったため、

なかなか着工できないでいた。 
 この4月末日に文化庁の内定報が県にあったとの連絡を、伊勢崎市文化財保護課から受け

て、5月の連休明けから補修工事がようやく始まった。 
 この工事に関しては、国、県、市からの補助はなく、教会の予算、保育園の予算などか

ら支出する予定で、準備を進めている。総工事費は約400万円（土台などの取替が新たに必

要となったため）。どうぞ、お祈りに覚えてください。 

群馬地区・島村教会 
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甘楽教会、現在の状況 
甘楽教会牧師 藤 秀彦 

 震災に傷んだ大谷石造りの教会堂は、簡易診断で補修の必要が指摘されていた。どの程

度の修理を要するかを具体的に知るために、今年１月に精密診断を受けたところ、ひび割

れた壁の修理をはじめとして、いくつかの修理が必要であることが判明。この精密診断の

報告を受け、4月22日に行われた定期総会で、会堂修理に取りかかることを決議した。これ

から会堂修理のために動き出す。この修理のために祈りと力をあわせることができるよう、

みんなで丁寧に議論しながら取り組んでいきたい。 
 教会と同じ敷地内にある幼稚園の園舎も、屋根瓦のずれなど修理が必要な箇所がある。

耐震対策も同時に行わなくてはならない。群馬県は低線量ながら放射線の影響を受けてお

り、敷地内の環境にも注意し続けている。教会堂の修理と幼稚園の活動が守られますよう

お祈り頂ければ幸いだ。 

群馬地区・甘楽教会 
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泉町教会の報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

泉町教会牧師 佐藤 泉 
 昨年の大地震でわずかながら影響があったらしく、教区より派遣された松下兄の簡易診

断では、若干の被害との判定だった。教会堂の壁のひび割れや天井材の剥離など地震前よ

り認められていたが、そのような箇所にあの大きな揺れによる被害の広がりがあるだろう

とのお話しだった。礼拝等を守るのに支障はないとのことで、その点では幸いだったが、

放置してはいけないので、修繕を勧められた。 
実は、地震が起きる前より整備事業を考えていたので、その整備計画の枠内で、地震の

影響のことも少し意識しながら点検や修繕を進めていこうとしている。早急に修繕しなく

てはならない程に悪い状況ではないと言われていたこともあり、整備はあまり進んでいな

いが、昨年は、天井材の剥離の点検と修繕を、ビル管理をお仕事にしている教会員数人の

御奉仕により実施できた。時間のかかる高所での作業だったが、丁寧な点検・修繕を行っ

てもらい、感謝。 
今後は壁や屋根の点検と修繕を実施したいと思っている。覚えて、お祈り頂ければ幸いだ。 

群馬地区・泉町教会 
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「つながり」をつなげる 

        －共に苦しみ、共に喜ぶ－ 

2004年7月13日「新潟水害」 
 見附教会が床上浸水の被害、見附教会信徒宅に被害、栃尾教会の信徒宅に被害 
 三条教会にボランティアセンター設置 
2004年10月23日「新潟県中越地震」 
 十日町教会、小出教会、見附教会、栃尾教会、 
 長岡教会に被害 
 信徒宅に被害 
 十日町教会にボランティアセンター設置 
 ＊その後、2年続いた豪雪 
2007年7月16日「新潟県中越沖地震」 
 柏﨑伝道所に被害 
 柏﨑伝道所にボランティアセンター設置 
2011年7月30日～8月1日 
         「新潟・福島豪雨」 
 小出在住の隠退教師宅が床上浸水 
 見附教会信徒宅の裏の崖が崩壊 
関東教区は、「つながり」をつなげ続けた教区であり、これは関東教区の特徴だと思う。 
 

「一つの部分が苦しめば、すべての部分が共に苦しみ、一つの部分が尊ばれれば、すべて

の部分が共に喜ぶのです」 
（コリントの信徒への手紙一１２章２６節） 

「中越沖地震」被災支援の中で 
 西山町のお寺 
   教会さんはすごいですね 
 柏﨑聖光キリスト教会 
   教団さんはすごいですね  今こそ、教団の全体教会としての底力の発揮どころ 
 



「模範回答のない模範解答を求める哀しさ」 

「自分の都合の良い神しか求めない哀しさ」 

「神なしで私はないという神の再発見」 

「遠藤 周作の聖書理解に救いの鍵」 

「東日本大震災における一信徒の思い」 

 

 「あなたは東日本大震災をどう受け止め

ましたか」と、単刀直入に問われたら、「そ

のように受け止めました」と答えるしかな

い。「そのように受けとめました」とはどう

いう意味か。２０１１年３月１１日（金）

午後２時４６分に宮城県・牡鹿半島の東南

東沖約３０㌔の海底でマグニチュード９・

０の東北地方太平洋沖地震が発生。宮城県

栗原市では震度７という、気象用語で「激

震」とよんだ震度の最高基準を記録した未

曾有の大震災であり、さらに東京電力福島

第一原発の放射能漏れ事故というダブルパ

ンチで死者行方不明者が約２万人。避難転

居者は３４万人以上、全国にちりぢりバラ

バラになって移住を余儀なくされた、パレ

スチナのディアスポラ（離散）にも似た大

惨事を引き起こした自然災害であり、人災

も加わった歴史的出来事だったと、捉える。 

 

「事実を事実として」 

事実を事実としてありのままその通り受

け止めたという素直な答え方しかできない。 

 震災直後から「東日本大震災をどう受け

止めたか」で、あらゆるマスコミや国民一

人一人の間でいろいろなことが言われた。

東京都の当時の石原 慎太郎知事は「我欲

に対する天罰だ。洗い流してもらういい機

会だ」と発言してひんしゅくを買った。「私

たちが何か悪いことでもした罰ですか」と、

素朴に自問自答した人々も多かったのでは

ないか。それは自然な人間の発想とも取れ

るが、私はその考え方には違和感を覚える。 

  

「バベルの塔」 

原発という人間のコントロールが効かな

い神をないがしろにしたモンスターを創っ

た「バベルの塔」の崩壊だという、新聞の

コラムがあった。世の中に「悪がはびこっ

た吹きだまり」を一掃するために起きた「ノ

アの箱船」と表現した言葉まで紙面に躍っ

た記憶もある。それでは「ノアとは誰か」

という野次馬的興味もあるが、それはさて

おいて。 

  

「初任地仙台の友人家族の悲劇」 

私は１９７１年３月に大学を卒業し、共

同通信というマスコミで働く場が与えられ、

１カ月間の研修のあと、５月６日の連休明

けに赴任した初任地が仙台だった。宮城県

庁のすぐ近くにあった聖学院と同じディサ



イプルス系の日本基督教団仙台外記丁教会、

現在は仙台市の郊外に引っ越し、仙台川平

教会という名称に変わっているが、そこで

２年３カ月、七夕の翌日第二の赴任先の秋

田に転勤するまでお世話になった。 

 

「母親と孫２人を津波で失う」 

そのころ、青年会で一緒に交わりのあっ

たイニシャルＴさんという当時は東北学院

大学の学生だったと記憶しているが、その

彼が、母親と孫の２人を津波によって亡く

されたと聞いてショックだった。その友人

夫婦は仙台市の中心街にいて無事だったが、

彼らの家族は仙台市閖上という海岸近くに

住んでいたと聞いた。昔、つき合っていた

頃の彼は真面目で物静かな非常に目立たな

い人だった。その彼の家族が亡くなったと

聞いたとき、彼らの家族の生き方に問題が

あり、その天罰だったとは到底あり得ない

ことだと確信している。平穏に、平凡に暮

らしていたおびただしい数の善良な生き方

をしていた人々が一瞬にしてかけがえのな

い命を奪われたことを「どう解釈すればい

いか」と、問うても満足できる模範解答な

んてないと思う。 

 

「どう受け止めたか」 

 「どう受け止めたか」、「これからどうし

ていったらいいか」という模範解答なんて

ない。受けとめようがない。模範解答のな

い模範解答を求めている愚かな人間の心を

写し出しているようにも見えてくるという

のが私の現在の正直な考え方である。 

  

「ケセン語聖書の山浦 玄嗣さん」 

ケセン語訳聖書の著者として有名な岩

手県大船渡市の開業医山浦 玄嗣（やまう

ら・はるつぐ）氏は自らも東日本大震災で

大津波の被害を受けた経験を記した著書

「『なぜ』と問わない」(教団出版局)で、こ

う記している。テレビや新聞のマスコミが

わんさと押しかけ、「神がいるならなぜ」と

異口同音に同じ事を聞くことに対して、う

んざりとした表情で憤然と答える。「そんな

問いに意味はない」と。「何でこん目に遭わ

なけりゃならないんだ」と問う地元の被災

者など１人もいなかったとさえ断言する。

静かに淡々と受け止め、黙々と被災者は事

後の後始末、未来に向けて確実な希望と確

信をもって対処していると、山浦氏は著書

でしみじみと語っている 

 

「こんな酷いことをする神様なんて」 

 「こんな酷いことをする神様なんて信じ

られなくなった」「こんな罪もない善良な赤

ちゃんや子供たちまで殺してしまう神様な

んて存在していないことがあらためてこの

出来事を通して分かった」「いや、もともと

神様なんていなかった」と、さまざまなと

ころでこんなやりとりが飛び交ったのでは

ないかと思う。実際に「アエラ」という雑

誌にこんな活字が堂々と掲載されてもいた。  

 

「神の存在を問う歴史の繰り返し」 

身近な人の死に直面したり、自らに起き

たりしたさまざまな不幸な出来事に対して

「神様の存在」をいつも問うてきた繰り返

しの歴史ではなかったか。イエス・キリス

トの誕生したイスラエル、パレスチナ地方

はいまだに暴力という悪の連鎖が続いてい

る現実がある。それは私たちにとっては「対

岸の火事」としてしか捉えられなかった。



自らの身に大事故や大災害などの不幸な出

来事が起きて初めて「これはいったい何な

んだ」と、のたうち回っている姿が現実の

私たちの今の哀しい生き様なのだと思う。 

  

「各種震災シンポジウム」 

震災直後から教団や教区をはじめ、キリ

スト教関係者が主催する東日本大震災に関

するシンポジウムや講演会に行く度も参加

して話を聞いた。どれもこれも胸を打つも

のはなかった。その中で少し印象に残った

部分を紹介したい。それは昨年(２０１１

年)８月２９日に東京の銀座教会で行われ

た東日本大震災緊急シンポジウムで東京神

学大学の芳賀 力教授は、先ほどの問いに

対してこう話された。神義論、苦難への問

い、は救済論、救済への問いにならなけれ

ば意味がない。ただ神を理性の法廷に引き

ずり出して訴える訴訟論的な神義論ではな

く、救済論へと導く神義論が必要で、神を

訴える訴訟論的神義論は、しばしば自分た

ち人間の罪や過ちを棚に上げて神を糾弾す

るということが行われる。しかし本当はそ

こで普段は神を軽視している私たち人間、

自分に都合の良い神しか求めないこの世界

の在り方が問われている。 

 

「イエスの生涯」と「キリストの誕生」 

「自分に都合の良い神しか求めない」と

いう言葉を聞いたとき、私はかつて読んだ

ことのある遠藤周作の小説「イエスの生涯」

と「キリストの誕生」という文春文庫を思

い出した。遠藤 周作の聖書理解や受け止

め方に共感を覚えたのを記憶している。特

に小説「イエスの生涯」に描かれたイエス

のガリラヤでの盲目な人の目を開かせた話

や歩けない老人をすたすた歩かせるなどの

数々の奇蹟の行いにより民衆を強力に引き

つけたイエスが十字架上では「エロイ、エ

ロイ、レマ、サバクタニ」（我が神、我が神、

なぜ私をお見捨てになったのですか）と叫

ぶ「無力なイエス」に失望し、あれだけ慕

った民衆が一斉に「十字架にかけよ」と付

和雷同とも言うべき掌を返すような仕打ち

に、身勝手な民衆の信仰の在り方を問題に

している。民衆だけでなく、イスカリオテ

のユダどころか鶏が啼く前に３度「イエス

を知らない」と、師を見捨てたペトロら弟

子のすべてがイエスを裏切ったのはなぜか、

遠藤 周作はしつようにその謎に迫ってい

く。そのプロセスに私は引き込まれた。 

 

「民衆に寄り添うイエスの姿」 

遠藤は小説「キリストの生涯」でこう描

いている。「現代人の多くは―日本人は―こ

の言葉からイエスの絶望を読みとろうとす

る。十字架上での彼に救いの手を差しのべ

ず、奇蹟一つ起こさぬ父なる神にたいする

悲しみと訴え、絶望と哀訴とをそこに見つ

けようとする」と批判している。そうでは

なく、「十字架上で何の奇蹟も行えないイエ

スなんて何の魅力もない」という身勝手な

人間の弱さに対して、イエスは十字架上の

今際の際でさえ、人々の許しと救いを求め

た。民衆にどこまでも寄り添う姿勢を見せ

たイエスの本当の姿に、死んでから気付く。 

 

「神と私の平和」 

震災後「絆」という言葉がもてはやされ

ているが、人々の絆と同時に神との強い絆

こそ「神と私の間の平和」こそが私たちの

救いのキーワードではなかろうか。「神と私



の平和」があってこそ、人々との平和や絆

を強く結べる鍵になるのではないか。十字

架の贖いと復活により民衆も弟子たちも初

めて奮い立つことが出来たという遠藤 周

作の聖書理解を素直に受け入れることが出

来たと同時に、そこにある種のリアリティ

ーが迫ってきたのを強烈に覚えている。 

  

「イエスの再発見が出発点」 

もう少し引用してみたい。「それまで知ら

なかった、気付かなかった、誤解していた

師を再発見したこと―それが出発点となる。

イエスは現実に死んだが、新しい形で彼ら

の前に現われ、彼等の中で生きはじめたの

だ。それは言いかえれば彼等の裡にイエス

が復活したことに他ならない。 

 

「解決への道」 

まこと復活の本質的な意味の一つはこの

弟子たちのイエスの再発見なのである」と

遠藤はこう結論付けているのだ。それぞれ

の震災に関するキリスト教集会での共通項

も、イエスの十字架の死を考えること、仰

ぐことが震災からの心の復興を遂げるキリ

スト者の問いに対する解決への道だと指し

示しているようにも感じた。 

  

「法王の、私にも分かりません」 

今年（２０１２年）の「信徒の友」５月

号に掲載されたこんな文章が印象に残った。

今年３月１１日、カトリック麹町聖イグナ

チオ教会で行われた東日本大震災一周年に

当たり「追悼と再生を願う合同祈祷集会」

での岡田 武夫東京大司教の説教で、こう

書かれている。「岡田大司教は説教の中で、

ローマ教皇ベネディクト１６世が日本の少

女から東日本大震災に関して『どうしてこ

んなに怖い思いをしなければいけないので

すか』と問われたのに対して、『その理由は

私にも分かりません』と言いつつも、『イエ

ス様も理由もなく苦しみを負われ、十字架

につかれたのです』と応えたと紹介されま

した」。これが私が感じた素朴な問いに対す

る答えではなかったかと捉えている。 

 

「神様がより身近な存在に」 

「大震災をどう受け止めたか」というよ

り、「そこで何を感じたか」という似て非な

る表現をすれば、私にとって「神様がより

身近な存在になった」「神様なくして私はあ

りえない」という確信を得たというのが、

上尾合同教会の教育委員会から信徒セミナ

ーに求められたことに対する私の一信徒と

しての思いと致したく思います。 

 

［これは２０１２年７月２８日の礼拝後、 

上尾合同教会で開催された信徒セミナーで

発題を求められたことに対する発表に、内

容をさらに付け足して、あらためてここに

記したものだ。ご了承を。］ 

(上松 寛茂・上尾合同教会員、地区壮年部

協力委員) 
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地区壮年部 最近 15 年間の活動 
 
１９９８年 
2 月 22 日  大宮教会  高齢者問題懇談会 「高齢化社会とキリスト者の役割」 
            講師：河 幹夫厚生省社会局施設人材課長（同盟基督教団和泉福音教会員）  
5 月 17 日  埼玉新生教会 総会 開会礼拝 説教「共に歩む教会 担い合う宣教の業」  

三永旨従所沢武蔵野教会牧師  
9 月 23 日～24 日 県民活動センター一泊修養会伊奈町）「人生の秋を豊かに」―聖書における老いの意味― 
            講師：最上 光宏浦和東教会牧師  

信徒発題「信仰の継承」抜井 太一郎壮年部委員（志木教会員） 
11 月 15 日 大宮教会 信徒修養会「会堂建築を成功させるには」信徒発題：松下 充孝大宮教会員 

「信仰継承の成果をあげるには」信徒発題：上松 寛茂上尾合同教会員 
１９９９年 
2 月 21 日 大宮教会  講演会「いと小さき者の一人に」 

講師：天羽 道子かにた婦人の村施設長（千葉県館山市大賀） 
5 月 16 日 大宮教会   総会 開会礼拝 説教「私も働く」 中谷 清熊谷教会牧師  
6 月 20 日 大宮教会  講演会「伝道へー礼拝からの出発」 

講師：小島 誠志日本基督教団総会議長、松山番町教会牧師 
２０００年 
5 月 28 日 上尾合同教会 総会 開会礼拝 説教「福音の伝播クレ・シモンに学ぶ」高橋悦子桶川伝道所牧師  

出席１8 教会 32 人 
5 月 28 日 壮年部創部 30 周年記念誌発行 総会出席者及び各個教会に配布 

10 月 29 日 大宮教会 講演会「伝道へ～礼拝からの出発」講師：山崎 美貴子明治学院大学副学長 
出席 23 教会 69 人 

２００１年 
2 月 25 日  埼玉新生教会 総会 開会礼拝 説教「真の富」田中 かおる安行教会牧師 出席１3 教会 39 人 
2 月 27 日  大宮教会  講演会「ひとにぎりの土」 

講師：小澤 貞雄秋津教会牧師（多摩全生園） 
10 月 14 日 各ブロック壮年会員によるシンポジウム「魅力ある教会づくり」（信仰の継承と教会員の高齢化） 
２００２年 
2 月 24 日 大宮教会  総会 開会礼拝 説教「失われるもの、実るもの」柳下 仁北川辺伝道所牧師  
5 月 26 日 大宮教会  講演会「自由において共に生きよう」 

講師：関田 寛雄青山学院大学名誉教授（礼拝説教も） 
２００３年 
2 月 23 日 埼玉新生教会  総会 開会礼拝 説教「神の御賞賛を目指して」中村 忠明埼玉新生教会牧師  
9 月 14 日 大宮教会 講演会  開会礼拝 「白髪になっても実を結ぶ」 山岡 創坂戸いずみ教会牧師 

                      講演「老いを生きる」講師：阿部志郎横須賀基督教社会館長、神奈川県保健福祉大学長 
２００４年 
2 月 15 日 大宮教会  総会 開会礼拝 説教「主を待ちのぞむ」鎌田 康子越谷教会副牧師  
5 月 16 日 大宮教会  講演会 開会礼拝「枯れた骨の復活～預言者エゼキエルの体験～ 

講師：大宮 溥日本聖書協会理事長、成瀬が丘教会牧師、阿佐ケ谷教会名誉牧師 
「聖霊の息吹を受けて」―信仰の継承を願ってー 

２００５年 
2 月 20 日 大宮教会  総会 開会礼拝 説教「カナの婚礼」森 淑子狭山伝道所牧師  
7 月 17 日 大宮教会 「認知症の正しい理解―心のケアと信仰―」 
            講師：長谷川 和夫認知症介護研究・研修東京センタ―長          

聖マリアンナ医科大学名誉教授、銀座教会員 
            開会礼拝 「主の恵みを共に～認知症への主の眼差しを読みとろう～ 

   石川 栄一北本教会牧師 
9 月 23 日 大宮市民会館 １日修養会「共に学び、共に考えよう～教会の成長～」 

講師：疋田 國磨呂大宮教会牧師 
２００６年 
2 月 19 日 大宮教会  総会 開会礼拝 説教「私は福音を恥としない」最上 光宏浦和東教会牧師  
7 月 30 日 大宮教会  講演会 「老いをどう生きるか～希望を支える信仰と老後～」 
            講師：児島康夫川越キングス・ガーデン施設長日本ホーリネス教団川越のぞみ教会員 
            開会礼拝 「聖霊による無償の賜物が一人一人に」 疋田 勝子大宮教会副牧師 
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２００７年 
2 月 18 日 大宮教会  総会 開会礼拝 説教「祝福と賛美」柳田 剛行 台湾基督教会牧師  

出席１5 教会 ２8 人 
9 月 17 日 大宮教会  １日修養会「共に生きる生活～教会の活性化～」講師：疋田 國麿呂大宮教会牧師  

11 月 25 日  埼玉新生教会 講演会「国籍は天に」 
～特別養護老人ホーム・スマイルハウスのターミナルケアの試み～  

            講師：仲矢 杏子スマイルハウス施設長 
            開会礼拝 「ただ一つのこと」 金田 佐久子西川口教会牧師                  
２００８年 
2 月 17 日 大宮教会  総会 開会礼拝 説教「壮年の使命」竹内紹一郎 深谷西島教会牧師  

出席１４教会 ２６人 
6 月 29 日 大宮教会  修養会 開会礼拝 説教「生き生きと共に生きる教会生活」疋田國磨呂 大宮教会牧師 

主題「御言葉の聴き方について・共に生きる教会生活」 
～ボンヘッファーの真実な交わり～    

講師：疋田 國麿呂大宮教会牧師  出席：１３教会 ６０人 
11 月 16 日 大宮教会   こうえん会 福音落語「めめんともり・石打ち」出席：１４教会 ６６人 

出演：古琴亭志ん軽（本名・齋藤 和夫氏 代々木上原教会員） 
            詩吟「西郷 南州・いつくしみ深き」出演：豊川耕颯（本名・豊川昭夫氏越谷教会員）           

２００９年 
2 月 15 日 岩槻教会   総会 開会礼拝 説教「隅の親石」川中 真 岩槻教会牧師  出席 13 教会 ３１人 
7 月 19 日  大宮教会   修養会 開会礼拝 説教「すべての民をわたしの弟子にしなさい」 

疋田 國磨呂大宮教会牧師 
主題「これでいいのか？今の教会」 ～データから 10 年先の姿を観る～ 

            （資料  教団 50 年データ分析と提言 制作：教団予算委員会 CD-ROM 映写） 
             講師：疋田 國磨呂大宮教会牧師  出席：１６教会 ７０人   
11 月 29 日 大宮教会    講演会 開会礼拝 説教「現代に合った伝道パラダイムの転換」 

疋田 國磨呂大宮教会牧師  
            主題「四世代が喜び集う教会形成」～高座教会の取り組み～ 

講師 カンバーランド長老キリスト教会 高座教会 松本 雅弘牧師   
出席 12 教会 71 人      

２０１０年 
2 月 28 日 大宮教会   総会 開会礼拝 説教「御言葉が栄える」 石橋 秀雄越谷教会牧師  

出席 14 教会 23 人 
7 月 18 日  大宮教会   修養会 主題「神の国のビジョンに生きる教会」～ゆりかごから天国まで～ 
            講師 日本同盟基督教団 西大寺キリスト教会 赤江 弘之牧師  

出席 14 教会 54 人              
11 月 28 日 大宮教会   講演会  開会礼拝 説教「主に用いられる弟子たち」疋田 國磨呂大宮教会牧師 
            主題「誰でもホッとする群れに向かって」～地域との結び付きを大切にする教会～ 
            講師 日本同盟基督教団 土浦めぐみ教会 清野 勝男子牧師     

出席 14 教会 60 人 
２０１1 年 
2 月 27 日 大宮教会   総会 開会礼拝 説教「さあ、見に来て下さい」 木ノ内 一雄 川越教会牧師  

出席 15 教会 32 人 
6 月 26 日  埼玉新生教会 開会礼拝 説教「分かち合う喜び」 埼玉地区委員長 土橋誠牧師 飯能教会  

講演会 主題「戦後最大の危機の中で」～教団・教会・私たちは～ 
            講師 日本基督教団 総会議長 石橋 秀雄牧師 出席 15 教会 41 人              
11 月 13 日  大宮教会    開会礼拝 説教「主イエス・キリストの貧しさによって」 

聖学院大学学長 阿久戸光晴先生 
            講演会 主題「福島第一原発事故・脱原発をどのように受け止めるか」 

 講師 聖学院大学学長 阿久戸光晴先生  出席 11 教会 37 人 
２０１2 年 
2 月 19 日 大宮教会   総会 開会礼拝 説教「支え合う教会」栗原清牧師 武蔵豊岡教会 出席 15 教会 28 名 
6 月 17 日  大宮教会  開会礼拝 説教「つながってこそ、教会」関東教区副議長 飯塚拓也牧師 竜ヶ崎教会  

講演会 主題「今こそ、『つながり』の時」～共に苦しみ、共に喜ぶ～ 
            講師 関東教区副議長竜ヶ崎教会 飯塚拓也牧師  出席 9 教会 30 人              
11 月 11 日  大宮教会    開会礼拝 説教「苦難と希望」アジア学院校長 大津健一先生 
            講演会 主題「苦難と希望」～地震・放射能被害に向き合って～ 

 講師 アジア学院アジア農村指導者養成専門学校校長 大津健一先生出席 11 教会 37 人 
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定期総会・委員会の開催 ２０１２年度（2012 年 2 月 1 日～2013 年 1 月 31 日） 
定期総会 ２月１９日 大宮教会  
委員会 ２月１９日 大宮教会、３月 18 日 埼玉和光教会、  ５月２０日 越谷教会、６月１７日 大宮教会、

７月２２日 西川口教会、９月２３日 春日部教会、１１月１１日 大宮教会、 ２０１２年１月２０

日 上尾合同教会 
 

２０１３年度委員会組織 
委 員 長  松下 充孝(大宮)  書記 市川 浩(飯能)  会計 田島 章義(春日部)  
委  員 岩井田 慎二(埼玉和光)  荻田 久次郎(越谷)  柏田 實(西川口)  高橋 

幸好(浦和東) 瀧川 市郎(熊谷）土門 嘉樹(上尾合同)  樋口道成(岩槻)  
協力委員  上松寛茂(上尾合同) 島崎 光雄(武蔵豊岡）  
地区委員  壮年部担当 小岩 晃(上尾合同） 
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